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門
要
約
】
　
山
西
省
の
太
行
山
脈
中
の
一
山
村
で
あ
る
大
塞
生
産
大
隊
は
中
国
に
お
け
る
社
会
主
義
的
農
村
建
設
の
典
型
と
さ
れ
て
い
て
、
一
九
六
四
年
以

来
、
　
「
工
業
は
大
慶
に
学
び
、
農
業
は
大
業
に
学
ぶ
」
運
動
が
全
国
的
に
展
開
ざ
れ
て
来
た
。
し
か
も
文
化
大
革
命
の
大
風
大
浪
の
中
に
お
い
て
、
大
室

の
声
価
は
ま
す
ま
す
高
ま
り
、
大
雄
の
作
風
に
学
ぶ
運
動
は
今
や
全
国
的
大
高
揚
を
迎
え
て
い
る
。
そ
れ
で
は
繋
累
は
ど
の
よ
う
な
点
で
典
型
と
見
な
さ

れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

　
従
来
の
大
嶺
の
紹
介
は
一
昏
乱
白
の
状
態
に
あ
り
、
山
も
谷
も
荒
れ
は
て
て
い
た
山
村
が
、
あ
ら
ゆ
る
困
難
を
克
服
し
て
、
自
然
改
造
を
な
し
と
げ
、

安
定
多
収
穫
の
耕
地
（
穏
塵
高
黒
田
）
を
作
り
出
し
た
点
に
主
眼
が
お
か
れ
て
い
た
。
大
雪
は
同
時
に
農
業
生
産
技
術
の
面
で
も
、
自
力
で
、
先
進
的
な
、

高
水
準
の
生
産
技
術
を
開
発
し
た
点
で
模
範
的
で
あ
る
。
だ
が
、
大
黒
が
学
ば
れ
ね
ば
な
ら
な
い
点
は
高
い
生
産
力
水
準
を
か
ち
と
っ
た
こ
と
に
限
ら
れ

る
べ
き
で
は
な
く
、
む
し
ろ
こ
の
よ
う
な
生
産
力
上
昇
の
起
動
力
を
ど
こ
に
求
め
た
か
が
璽
要
な
の
で
あ
る
。

　
大
軍
で
は
そ
の
起
動
力
を
団
結
し
た
貧
農
・
下
層
中
農
の
積
極
性
に
求
め
た
。
欄
々
の
力
を
と
っ
て
見
れ
ば
半
人
前
に
も
満
た
な
い
老
人
や
子
供
た
ち

が
、
集
団
の
威
力
を
発
揮
し
て
、
中
畏
上
層
を
上
廻
る
生
産
を
あ
げ
た
こ
と
が
そ
の
陰
葉
点
で
あ
っ
た
。
韻
塞
の
幹
部
た
ち
は
こ
の
教
訓
に
も
と
ず
き
、

常
に
三
下
中
農
と
団
結
し
て
、
共
に
学
び
、
共
に
労
働
し
、
共
に
生
活
し
て
、
自
力
更
生
の
難
菓
業
に
挑
み
、
失
敗
を
教
訓
に
生
か
し
て
、
一
歩
一
歩
成

功
を
か
ち
と
っ
た
。
　
「
闘
争
、
失
敗
、
再
闘
争
、
再
失
敗
、
再
闘
争
、
直
至
勝
利
」
を
地
で
行
っ
た
現
代
の
愚
公
た
ち
は
、
そ
の
闘
争
の
中
で
、
社
会
主

義
建
設
と
言
う
も
の
が
、
常
に
四
旧
と
の
戦
い
で
あ
り
、
そ
れ
を
維
持
、
復
活
さ
せ
よ
う
と
す
る
、
地
主
、
當
農
、
反
革
命
分
子
、
悪
質
分
子
と
の
激
し

い
闘
争
の
場
で
あ
る
こ
と
を
身
を
以
て
体
験
し
、
毛
沢
東
思
想
の
活
学
活
用
に
よ
り
、
そ
の
本
質
を
看
破
し
、
そ
れ
を
打
破
す
る
こ
と
に
努
め
た
。
こ
の

よ
う
に
階
級
闘
争
、
生
産
闘
争
、
科
学
実
験
と
云
う
三
大
革
命
運
動
の
担
い
手
と
し
て
、
大
愚
は
社
会
主
義
農
村
建
設
の
典
型
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、

「
走
資
派
」
の
数
次
に
亘
る
攻
撃
に
反
繋
を
潴
え
つ
つ
、
勤
倹
弁
国
、
勤
倹
弁
社
の
精
神
を
守
り
、
　
「
謙
虚
で
、
慎
重
で
、
お
ご
り
を
い
ま
し
め
、
あ
せ

り
を
い
ま
し
め
、
誠
心
誠
意
人
民
に
奉
仕
し
」
、
　
「
個
人
の
利
益
や
小
集
団
の
利
益
か
ら
出
発
し
な
い
で
、
す
べ
て
人
民
の
利
益
か
ら
出
発
」
し
て
、
社

会
主
義
中
国
を
大
衆
的
基
盤
の
上
に
樹
立
す
る
原
点
と
な
っ
て
い
る
点
で
も
大
塞
は
今
日
な
お
典
型
た
り
え
て
い
る
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
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塞（河野）大

一
、
は
　
じ
　
め
　
に

　
山
西
省
昔
陽
県
の
山
村
で
あ
る
大
公
の
名
が
中
国
全
土
に
知
れ
わ

た
っ
た
の
は
一
九
六
三
年
の
初
夏
か
ら
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
同
年
六

月
二
日
置
人
民
日
報
は
「
干
部
参
加
労
働
的
偉
大
革
命
意
義
」
と
言

う
記
事
の
中
で
、
大
学
党
支
部
書
記
の
陳
永
貴
の
活
動
を
そ
の
血
ハ
型

と
し
て
紹
介
し
た
。
次
い
で
一
九
六
四
年
二
月
一
〇
日
、
人
民
日
報

は
再
び
、
　
「
学
習
大
塞
」
と
言
う
記
事
を
か
か
げ
、
全
国
の
農
村
に

向
い
、
革
命
精
神
に
み
ち
み
ち
た
大
葉
建
設
の
経
験
に
学
ぶ
こ
と
を

呼
び
か
け
た
。
一
九
六
五
年
一
一
月
一
日
か
ら
は
北
京
の
全
国
農
業

展
覧
館
で
、
大
纂
式
農
業
典
型
五
二
単
位
（
人
民
公
社
八
、
生
産
大
隊

二
一
、
生
産
隊
一
、
互
助
三
一
、
区
二
、
県
二
二
、
専
修
四
、
市
二
か
ら
な

り
、
全
県
の
省
、
市
、
自
治
区
に
わ
た
る
）
の
成
果
が
展
示
さ
れ
た
。

　
こ
の
段
階
で
一
度
私
は
大
里
に
つ
い
て
の
メ
モ
を
ま
と
め
て
み
た

　
　
　
　
　
　
　
①

こ
と
が
あ
る
の
だ
が
、
そ
の
当
時
私
の
え
が
い
た
大
洋
像
は
、
幾
度

も
の
失
敗
に
も
屈
せ
ず
、
失
敗
か
ら
教
訓
を
汲
み
と
り
な
が
ら
自
然

改
造
事
業
に
目
ざ
ま
し
い
成
果
を
あ
げ
た
こ
と
と
、
「
向
科
学
進
軍
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

の
号
召
に
忠
実
に
従
っ
て
、
農
民
自
身
の
創
意
に
依
拠
し
な
が
ら
、

科
学
的
な
農
業
技
術
体
系
を
生
み
出
し
た
こ
と
、
な
ら
び
に
こ
の
二

つ
が
相
ま
っ
て
、
か
つ
て
は
人
も
貧
し
く
、
自
然
も
ま
た
豊
か
で
は

な
か
っ
た
山
村
が
、
華
北
全
域
で
も
特
に
す
ぐ
れ
た
先
進
的
高
位
生

産
力
農
村
に
生
れ
変
っ
た
こ
と
を
示
す
の
に
止
ま
っ
て
い
た
。
幹
部

が
率
先
し
て
最
も
困
難
な
作
業
、
最
も
問
題
の
多
い
場
所
に
取
り
組

み
、
貧
農
、
下
層
中
農
（
以
下
寒
蘭
中
農
と
略
称
す
る
）
に
依
拠
し
つ

つ
建
設
を
進
め
た
こ
と
に
つ
い
て
も
、
文
中
で
強
調
は
し
た
が
、
そ

れ
ら
の
一
切
が
中
国
に
お
け
る
工
つ
の
路
線
の
た
た
か
い
と
ど
の
よ

う
に
か
か
わ
り
、
大
塞
が
な
ぜ
「
典
型
」
た
り
え
た
の
か
に
つ
い
て

は
極
め
で
堀
り
下
げ
が
足
り
な
か
っ
た
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
も
と

よ
り
私
の
理
解
の
浅
さ
が
大
き
な
原
因
で
あ
る
が
、
一
九
六
五
年
以

来
、
こ
と
に
文
化
大
革
命
の
進
行
に
伴
っ
て
、
そ
の
具
体
的
情
況
が

次
第
に
明
ら
か
に
さ
れ
て
来
た
。
先
に
述
べ
た
大
塞
式
農
業
典
型
の

展
示
そ
の
も
の
が
、
銚
文
元
の
「
新
編
歴
史
劇
《
海
瑞
罷
官
》
を
評

す
」
が
『
文
案
報
』
に
発
表
さ
れ
る
一
〇
日
前
に
は
じ
ま
っ
た
の
だ
が
、

一
二
月
一
日
の
『
人
民
早
耳
』
は
「
全
国
学
大
力
、
耳
塞
億
塵
弁
P
」
と

言
う
見
出
し
で
、
大
饗
が
自
分
の
あ
げ
た
業
蹟
に
ほ
こ
る
こ
と
な
く
、

謙
虚
に
全
国
の
す
ぐ
れ
た
実
践
に
学
ぶ
決
意
を
も
っ
て
い
る
こ
と
を

報
じ
、
翌
一
九
六
六
年
三
月
二
二
日
に
は
、
大
濠
は
毛
沢
東
思
想
を
活

学
活
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
社
員
の
思
想
水
準
を
高
め
、
合
理
的
な
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③

労
働
管
理
方
式
を
確
立
で
き
た
の
だ
と
言
う
陳
永
貴
の
談
話
を
の
せ

た
。
や
が
て
～
九
六
七
年
初
頭
、
上
海
に
続
き
、
山
西
省
で
奪
権
闘

争
が
進
展
す
る
過
程
で
、
大
塞
が
明
確
に
革
命
造
反
派
の
側
に
立
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

て
い
る
こ
と
が
報
じ
ら
れ
、
三
月
十
八
日
山
西
省
革
命
委
員
会
の
成

立
に
あ
た
り
、
陳
永
貴
は
同
委
員
会
の
副
主
任
委
員
に
選
出
さ
れ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤
　
　
　
　
　
　
　
⑥

そ
し
て
『
人
民
日
報
』
の
四
月
五
日
号
と
八
月
六
日
号
と
二
回
に
わ
た

っ
て
、
陳
永
貴
は
大
塞
の
社
会
主
義
建
設
が
中
国
の
フ
ル
シ
チ
ョ
フ

を
先
頭
と
す
る
当
権
派
と
の
激
し
い
闘
い
の
中
で
一
歩
一
歩
実
現
さ

れ
て
い
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
と
、
具
体
的
事
実
を
あ
げ
て
は
じ
め
て

説
明
し
、
一
九
六
八
年
八
月
二
六
日
の
『
人
民
日
報
』
は
人
民
公
社
発

足
一
〇
周
年
を
記
念
し
て
、
「
狼
破
階
級
闘
争
、
在
社
会
主
義
道
路
上

澗
歩
前
進
！
」
と
云
う
題
で
、
毛
沢
東
主
席
が
自
ら
う
ち
た
て
た
一
本

の
赤
旗
で
あ
る
と
さ
れ
る
大
恩
生
産
大
隊
が
毛
沢
東
思
想
を
武
器
と

し
て
、
革
命
闘
争
を
堅
持
し
た
過
程
を
総
括
し
て
い
る
。
　
一
方
で
は

一
九
六
七
年
九
月
六
日
の
同
紙
は
「
仮
四
清
、
真
復
辟
」
と
題
し
て

河
北
省
撫
寧
県
盧
王
庄
人
民
公
社
桃
園
生
産
大
隊
で
劉
小
奇
夫
人
の

王
光
美
が
率
い
る
工
作
組
の
と
っ
た
行
動
に
関
す
る
調
査
報
告
を
の

せ
る
と
共
に
「
掲
開
一
箇
復
辟
資
本
主
義
的
大
陰
謀
」
と
言
う
解
放

軍
報
社
論
を
の
せ
た
が
、
一
九
六
八
年
夏
に
は
桃
園
大
隊
の
そ
の
後
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⑦

の
翻
天
覆
地
的
変
化
が
報
じ
ら
れ
、

小
説
「
風
雷
」
の
批
判
を
通
じ
て
、

⑧
る
。

ま
た
桃
園
大
隊
の
農
民
た
ち
が

そ
の
受
難
の
歴
史
を
語
っ
て
い

　
こ
れ
ら
文
化
大
革
命
の
大
風
大
浪
の
中
で
報
道
さ
れ
る
に
至
っ
た

諸
点
を
含
め
な
が
ら
、
大
鑑
を
再
検
討
す
る
こ
と
に
よ
り
、
「
農
業
は

蘭
留
に
学
」
べ
と
言
う
ス
撰
ー
ガ
ソ
が
な
ぜ
出
さ
れ
た
か
を
明
ら
か

に
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
う
し
、
ま
た
そ
れ
を
通
じ
て
、
中
国
に

お
い
て
現
在
指
向
さ
れ
て
い
る
社
会
主
義
農
村
の
建
設
の
方
向
を
把

握
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
と
共
に
人
民
公
社
な
い
し
、

そ
の
生
産
大
隊
が
農
業
生
産
上
の
一
採
算
単
位
と
云
う
だ
け
で
な
く
、

社
会
主
義
建
設
の
基
礎
単
位
と
し
て
ど
の
よ
う
な
重
要
な
意
味
を
も

つ
と
考
え
ら
れ
て
い
る
の
か
、
つ
ま
り
毛
沢
東
路
線
推
進
の
立
場
か

ら
こ
の
基
礎
地
域
に
「
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
独
裁
」
を
確
立
す
る
こ

と
が
い
か
に
重
視
さ
れ
て
い
る
か
も
ま
た
明
ら
か
と
な
る
で
あ
ろ
う

と
考
え
る
も
の
で
あ
る
。

①
　
河
野
通
搏
「
月
塞
お
ぼ
え
が
き
ー
ー
1
・
中
差
［
の
自
然
改
造
の
審
例
の
一
」
　
『
水

　
利
科
学
』
五
二
号
。
　
一
九
六
六
年
一
二
月
。
こ
の
時
の
記
述
の
素
材
と
し
て
は
主

　
と
し
て
「
農
業
戦
線
上
一
面
紅
旗
『
大
築
』
」
　
（
北
京
人
民
広
播
電
台
農
村
組
編

　
写
、
　
一
九
六
四
年
八
月
刊
）
に
よ
っ
た
が
、
今
回
は
そ
の
改
訂
増
補
版
で
あ
る

　
『
大
仁
紅
旗
霧
』
（
農
業
出
版
社
編
、
一
九
六
五
年
一
〇
月
刊
）
を
底
本
と
し
た
。

②
科
学
実
験
は
階
級
闘
争
、
生
産
闘
争
と
と
も
に
三
大
革
命
運
動
と
よ
ば
れ
、
一

　
九
六
二
年
九
［
刀
の
中
共
第
八
期
一
〇
中
総
会
の
よ
び
か
け
に
こ
た
え
、
一
九
六
三

　
年
か
ら
展
開
さ
れ
た
が
、
大
纂
で
は
後
述
の
よ
う
に
早
く
か
ら
行
な
わ
れ
て
い

　
る
。

③
「
突
合
政
治
的
生
動
一
課
」
、
『
人
民
日
報
陳
｛
九
六
六
年
三
月
二
二
日
。

④
「
陳
永
貴
響
応
毛
主
席
号
召
姑
在
闘
争
前
列
、
為
金
省
全
国
労
働
襖
範
樹
立
了

　
光
輝
榜
様
」
、
『
人
民
日
報
』
一
九
六
七
年
三
月
五
日
。

⑤
陳
永
費
「
大
量
在
毛
沢
東
思
想
的
光
輝
照
耀
下
前
進
」
、
『
人
民
日
報
』
一
九
六

　
七
年
四
月
五
日
。
『
紅
旗
』
一
九
六
七
年
第
五
号
に
も
の
せ
ら
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
フ
　
ル
シ
チ
ロ
フ

⑥
陳
永
貴
「
大
塞
麸
在
同
中
思
赫
魯
暁
夫
的
闘
争
中
前
進
的
」
、
『
人
民
日
報
』
一

　
九
五
七
年
八
月
六
日
　
翁
北
京
周
報
』
　
一
九
六
七
年
四
九
号
に
要
約
し
た
日
語
訳

　
が
あ
る
）
。

⑦
「
緊
践
毛
主
席
偉
大
戦
略
部
署
、
岡
中
国
赫
魯
暁
夫
進
行
堅
決
闘
争
、
桃
園
大

　
隊
発
生
二
天
翻
地
覆
的
変
化
」
、
『
人
民
日
報
』
一
九
六
八
年
八
月
一
〇
日
。

⑧
　
「
従
桃
園
君
反
動
小
説
『
風
雷
ヒ
、
　
「
剥
急
難
永
康
的
偽
装
」
『
人
民
瞬
報
』

　
一
九
六
八
年
七
月
一
七
日
。

二
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

塁
塞
に
お
け
る
農
業
集
団
化
の
歩
み

　
　

　
一
　
泊
大
塞
の
姿

　
（

　
大
塞
は
太
行
山
脈
の
中
部
に
あ
た
る
、
虎
頭
出
か
ら
分
派
す
る
八

本
の
尾
根
筋
に
は
さ
ま
れ
た
七
本
の
せ
ま
い
谷
と
、
こ
れ
ら
の
谷
の

集
ま
っ
た
所
に
あ
る
緩
傾
斜
地
か
ら
な
る
、
小
さ
な
山
村
で
あ
る
。

も
と
は
、
頭
上
に
は
黒
ず
ん
だ
出
が
の
し
か
か
る
よ
う
に
そ
び
え
、
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尾
根
筋
は
禿
山
で
表
土
も
薄
く
、
山
腹
は
水
利
の
悪
い
斜
面
畑
ば
か

り
で
あ
っ
た
し
、
黄
土
地
帯
特
有
の
深
い
谷
間
に
は
石
塊
が
散
乱
し
、

荊
や
野
草
の
強
い
茂
る
中
に
や
せ
た
畑
が
あ
っ
た
。
緩
傾
斜
地
に
あ

る
一
部
の
耕
地
の
ほ
か
、
大
部
分
が
こ
れ
ら
山
頂
、
山
腹
、
谷
底
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ム
ー
②

散
在
す
る
、
総
計
し
て
も
八
0
0
畝
（
約
五
三
ヘ
ク
タ
ー
ル
）
に
も
満

た
ぬ
耕
地
は
四
七
〇
〇
枚
余
り
に
細
分
さ
れ
て
い
て
、
ど
の
畑
も
土

は
硬
く
て
薄
い
、
や
せ
た
土
地
で
、
風
が
吹
く
と
乾
き
切
っ
て
し
ま

い
、
谷
に
も
ふ
だ
ん
は
流
水
が
な
く
、
三
日
も
雨
が
な
い
と
斜
面
畑

の
苗
は
黄
ば
ん
で
し
ま
う
が
、
準
乾
燥
地
域
の
常
と
し
て
、
一
た
び

雨
が
降
る
と
集
中
豪
雨
に
な
り
や
す
く
、
山
腹
や
け
わ
し
い
谷
壁
を

滝
の
よ
う
に
流
下
す
る
爾
水
に
よ
り
、
作
物
も
土
も
押
し
流
さ
れ
て

し
ま
う
た
め
、
雨
が
降
っ
て
も
、
降
ら
な
く
て
も
災
害
が
生
じ
、
そ

の
上
風
害
や
無
害
な
ど
も
加
わ
っ
て
、
十
年
九
不
収
と
云
う
状
態
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
バ

続
い
て
い
た
。
し
か
も
地
力
が
低
い
の
で
、
豊
作
の
年
で
も
一
二
当

り
の
平
均
収
量
は
七
〇
キ
ロ
以
下
、
あ
る
富
農
の
持
つ
最
上
の
畑
で

さ
え
一
五
〇
キ
ロ
に
達
し
な
か
っ
た
。

　
当
時
大
君
の
土
地
の
六
、
七
割
は
村
の
内
外
の
地
主
の
手
中
に
あ

り
、
全
村
七
六
〇
戸
の
階
級
構
成
は
、
地
主
一
、
富
農
三
、
富
裕
中

農
一
二
を
除
く
と
、
他
は
す
べ
て
貧
農
か
下
層
中
農
で
あ
っ
た
。
そ

の
う
ち
三
〇
戸
以
上
が
地
主
、
富
農
に
年
雇
、
日
雇
と
し
て
使
役
さ

れ
、
子
供
た
ち
も
牛
や
羊
の
放
牧
を
さ
せ
ら
れ
て
い
た
し
、
さ
ら
に

そ
の
う
ち
二
一
戸
は
全
く
の
素
寒
貧
で
他
地
に
乞
食
に
出
た
こ
と
も

あ
っ
た
。
ま
た
六
戸
も
の
家
が
地
主
に
小
作
料
を
取
り
立
て
ら
れ
て
、

食
べ
る
も
の
も
な
く
な
っ
た
た
め
凍
死
、
餓
死
し
て
、
　
一
家
死
に
絶

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

え
て
い
る
。
現
在
．
の
党
支
部
書
記
の
陳
永
貴
自
身
貧
農
出
身
で
、
大

森
か
ら
四
里
ば
か
り
は
な
れ
た
石
山
で
生
れ
た
が
、
生
後
間
も
な
く
、

父
は
故
郷
を
は
な
れ
て
、
日
雇
稼
ぎ
の
身
と
な
り
、
わ
ず
か
ば
か
り

の
家
財
道
具
と
藍
に
入
れ
た
永
貴
と
を
天
秤
棒
で
か
つ
い
で
、
大
平

に
や
っ
て
来
た
の
で
あ
っ
た
。
一
九
二
〇
年
、
至
貴
が
七
歳
の
年
大

災
害
が
あ
り
、
生
活
に
窮
し
た
父
は
母
と
娘
と
永
貴
の
弟
を
人
に
売

っ
た
が
、
そ
れ
で
も
借
財
の
返
済
を
迫
ら
れ
、
首
を
く
く
っ
た
。
孤

児
に
な
っ
た
浅
聞
は
八
歳
の
時
か
ら
牛
飼
い
、
羊
飼
い
を
や
ら
さ
れ
、

一
一
歳
か
ら
は
二
〇
年
以
上
も
の
間
日
雇
稼
ぎ
を
や
っ
て
大
き
く
な

っ
た
が
、
当
時
黒
大
豆
一
斗
の
ほ
か
は
ふ
す
ま
と
あ
わ
ぬ
か
で
一
年

を
食
い
つ
な
い
だ
。
　
　
般
の
村
民
の
常
…
食
も
ぬ
か
と
野
草
の
日
が
多

か
っ
た
。
家
畜
も
地
主
と
富
農
の
所
有
で
、
全
村
を
合
せ
て
も
牛
が

七
頭
、
ロ
バ
八
頭
、
豚
一
頭
、
羊
百
頭
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。

　
そ
の
上
抗
日
戦
争
当
時
遊
撃
区
に
属
し
て
い
た
大
塞
は
日
本
軍
の
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塞（河野）大

三
光
政
策
の
犠
牲
と
な
り
、
こ
と
に
一
九
四
〇
年
会
本
軍
は
青
壮
年

約
四
〇
人
を
強
制
的
に
連
行
し
て
使
役
し
た
あ
と
、
あ
る
者
は
殺
さ

れ
、
あ
る
者
は
生
き
埋
め
に
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
苦
し

い
臼
女
、
上
層
農
家
の
中
に
は
日
本
軍
の
手
先
と
な
っ
た
も
の
も
鵬

た
が
、
貧
下
中
農
を
中
心
と
す
る
大
部
分
の
村
人
は
抗
戦
を
堅
持
し

た
の
で
あ
っ
た
。

コ
解
放
後
の
歩
み

　
（

　
一
九
四
五
年
、
日
本
は
降
伏
し
、
昔
陽
県
は
共
産
軍
の
手
で
解
放

さ
れ
た
。
こ
の
年
土
地
改
革
が
実
施
さ
れ
、
地
主
、
富
農
の
支
配
は

う
ち
倒
さ
れ
た
。
そ
の
結
果
村
民
の
暮
し
も
あ
る
程
度
改
善
さ
れ
た

が
、
一
戸
平
均
＝
二
畝
（
八
反
六
畝
余
）
、
反
収
七
闇
弱
の
や
せ
地
し

か
な
い
こ
の
村
で
は
、
個
別
経
営
に
よ
っ
て
コ
三
二
白
」
の
状
態
か

ら
抜
け
出
す
こ
と
は
、
特
に
貧
下
中
農
に
は
「
天
に
上
る
」
よ
り
も

難
か
し
い
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
党
の
「
農
業
を
諸
賢
化
し
よ
う
」

と
言
う
呼
び
か
け
に
応
じ
て
、
幾
組
も
互
助
組
が
生
れ
た
が
、
実
は

こ
の
集
団
化
へ
の
第
一
歩
が
大
塞
の
そ
の
後
に
重
大
な
意
味
を
も
っ

た
の
で
あ
る
。
当
時
大
裏
の
富
裕
中
農
一
一
戸
は
彼
ら
だ
け
で
好
漢

組
と
呼
ぶ
互
助
組
を
作
っ
た
。
人
手
も
農
具
も
そ
ろ
っ
て
い
る
彼
等

は
装
備
不
十
分
な
貧
農
と
組
む
の
は
い
や
だ
し
、
か
と
言
っ
て
互
助

組
を
作
ら
ね
ば
反
動
分
子
に
見
ら
れ
る
の
で
、
名
目
上
は
集
団
化
し

た
の
だ
が
、
実
質
は
個
別
経
営
を
維
持
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ

た
。
中
農
以
下
の
互
助
組
結
成
も
進
ん
だ
が
、
最
後
に
互
助
組
に
入

れ
て
も
ら
え
ぬ
農
家
が
九
戸
残
っ
た
。
四
戸
は
老
人
だ
け
、
五
戸
は

子
供
だ
け
の
農
家
で
あ
っ
た
。
こ
れ
を
見
た
陳
永
貴
は
「
党
が
互
助

組
を
組
織
し
、
生
産
を
発
展
さ
せ
よ
と
呼
び
か
け
た
の
は
、
わ
れ
わ

れ
解
放
さ
れ
た
貧
し
い
も
の
が
一
致
団
結
し
て
共
同
で
富
裕
化
す
る

道
を
歩
む
た
め
で
あ
る
。
あ
の
老
人
た
ち
は
す
べ
て
昔
は
製
革
や
牛

馬
の
放
牧
の
番
で
辛
酸
を
な
め
て
き
た
仲
間
だ
し
、
子
供
た
ち
は
敵

に
親
兄
弟
を
殺
さ
れ
た
た
め
、
頼
る
べ
き
大
人
が
い
な
い
の
だ
か
ら
、

こ
の
人
た
ち
を
見
す
て
て
は
な
ら
な
い
。
好
漢
と
な
る
な
ら
、
新
社

　
　
　
　
　
　
　
④

会
の
好
漢
に
な
ろ
う
」
と
、
も
と
所
属
し
て
い
た
互
助
組
を
脱
退
し

て
、
九
戸
の
貧
農
と
「
老
漢
娃
娃
組
」
　
（
老
少
組
）
を
結
成
し
た
。

　
老
少
組
の
結
成
は
村
の
話
題
と
な
っ
た
が
、
誰
も
好
漢
組
に
太
刀

う
ち
で
き
る
と
は
夢
に
も
思
わ
な
か
っ
た
。
し
か
し
老
少
組
は
集
団

化
の
道
を
堅
持
し
、
早
朝
か
ら
暗
く
な
る
ま
で
、
風
雪
を
直
し
て
働

き
、
正
月
も
休
ま
ず
に
肥
料
を
運
ん
だ
。
老
少
組
と
好
漢
組
と
の
競

争
は
集
団
経
営
と
個
別
経
営
と
の
闘
い
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
結
果
は

一
九
四
七
年
秋
の
収
穫
時
に
誰
の
周
に
も
明
ら
か
と
な
っ
た
。
人
手
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も
装
備
も
弱
体
な
老
少
組
が
一
畝
当
り
、
好
漢
組
を
三
〇
斤
も
上
廻

る
一
五
〇
斤
の
収
穫
を
あ
げ
た
か
ら
で
あ
る
。
一
九
四
九
年
に
は
好

漢
組
も
畝
産
一
三
二
斤
に
上
昇
し
た
が
、
老
少
組
は
更
に
三
七
斤
も

引
き
離
し
て
一
六
九
斤
の
収
量
を
示
し
た
。
大
度
の
大
衆
は
組
織
の

力
量
を
は
っ
き
り
と
見
て
と
り
、
そ
の
冬
に
は
全
村
六
七
戸
の
う
ち

四
九
戸
が
老
少
組
に
加
入
し
た
。
こ
の
成
果
を
基
礎
に
、
一
九
五
一

年
に
は
貧
下
中
農
の
間
で
合
作
社
結
成
の
要
求
が
高
ま
っ
た
。

　
し
か
し
中
共
党
内
に
は
毛
沢
東
の
推
進
す
る
集
団
化
へ
の
道
に
反

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

対
す
る
人
々
も
あ
っ
た
。
一
九
五
〇
年
劉
少
奇
は
安
子
文
へ
の
指
示

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

の
中
で
有
名
な
搾
取
有
功
論
を
述
べ
る
と
共
に
、
富
農
経
済
を
鼓
吹

し
、
数
年
後
に
全
農
家
の
八
割
を
馬
三
匹
、
梨
一
つ
、
車
一
台
を
も

つ
農
家
に
発
展
さ
せ
る
べ
き
だ
と
主
張
し
、
ま
た
人
を
雇
っ
て
畑
を

耕
や
さ
せ
る
こ
と
は
貧
乏
人
の
た
め
に
も
な
る
合
法
的
な
こ
と
で
あ

り
、
制
限
を
加
え
る
べ
き
で
な
い
と
も
要
っ
た
と
い
う
。
こ
の
こ
と

が
事
実
と
す
れ
ば
、
こ
れ
は
ま
さ
に
好
漢
組
の
目
ざ
す
富
農
的
経
営

を
是
認
す
る
も
の
で
あ
り
、
人
が
人
を
搾
取
す
る
ブ
ル
ジ
・
ア
的
農

業
の
発
展
を
容
認
す
る
路
線
で
あ
っ
た
。
一
九
五
一
年
に
は
山
西
省

な
ど
各
地
の
広
汎
な
貧
下
中
農
か
ら
、
老
解
放
区
で
の
先
例
に
も
と

ず
き
、
互
助
組
を
一
歩
高
め
て
、
農
業
合
作
社
を
試
験
的
に
作
る
と

言
う
要
求
が
出
さ
れ
た
。
大
立
も
そ
の
一
つ
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
劉
少
奇
は
互
助
組
を
合
作
社
に
高
め
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
土
地
改
革
後
自
然
発
生
的
に
生
れ
て
来
て
い
た
農
民
層
分
解
の

傾
向
に
打
ち
勝
と
う
と
す
る
の
は
、
　
「
一
種
の
誤
っ
た
、
危
険
な
、

空
想
的
な
農
業
社
会
主
義
の
思
想
で
あ
る
」
と
き
め
つ
け
た
と
言
わ

　
⑧

れ
る
。
山
西
省
で
は
妾
権
派
に
よ
っ
て
こ
の
指
示
が
忠
実
に
守
ら
れ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

大
塞
の
要
求
は
却
下
さ
れ
た
。
こ
の
こ
と
は
後
に
初
級
合
作
社
約
二

〇
万
が
解
散
さ
せ
ら
れ
た
こ
と
と
共
に
、
集
団
化
に
強
い
反
対
の
立

場
を
と
る
有
力
幹
部
の
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　
し
か
し
一
九
五
一
年
一
二
月
党
中
央
か
ら
「
農
業
生
産
の
互
助
協

同
に
つ
い
て
の
決
議
」
が
草
案
の
形
で
示
さ
れ
た
こ
と
に
力
を
え
た

の
で
あ
ろ
う
、
一
九
五
二
年
春
、
再
び
大
塞
の
管
下
中
農
の
意
志
に

よ
り
、
陳
永
貴
は
十
数
回
も
昔
陽
県
当
局
に
初
級
農
業
生
産
合
作
社

の
結
成
を
認
め
る
こ
と
を
要
求
し
た
が
、
県
の
責
任
者
は
上
級
の
怒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

に
ふ
れ
る
こ
と
を
恐
れ
て
、
ど
う
し
て
も
許
可
し
な
か
っ
た
。
一
九

五
三
年
二
月
提
業
生
産
の
互
助
協
同
化
に
関
す
る
決
議
が
中
央
で
正

式
に
採
択
公
布
さ
れ
で
は
じ
め
て
、
そ
の
春
に
大
智
に
対
し
て
三
〇

戸
程
度
の
小
型
合
作
社
な
ら
作
っ
て
も
よ
い
と
云
う
許
可
が
出
さ
れ

た
。
大
取
で
は
す
で
に
四
九
戸
の
大
互
助
組
が
で
き
て
い
た
し
、
大
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塞（河野）大

出
置
支
部
は
こ
の
決
定
は
誤
っ
て
い
る
と
主
張
し
た
が
、
結
局
表
向

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

き
は
三
〇
戸
と
申
告
し
て
、
実
際
は
四
九
戸
の
初
級
合
作
社
を
作
り
、

半
社
会
主
義
的
協
同
化
の
段
階
に
進
ん
だ
。
一
畝
当
り
の
収
量
は
一

九
四
九
年
の
一
六
九
斤
（
老
少
組
）
か
ら
一
九
五
三
年
に
は
二
四
〇

斤
に
上
昇
し
た
。
こ
れ
は
好
漢
組
の
収
量
を
六
〇
斤
上
廻
り
、
ま
た

合
作
社
に
加
入
し
て
い
る
あ
る
富
裕
中
農
に
配
分
さ
れ
た
糧
食
の
量

は
、
条
件
の
違
わ
な
い
、
単
独
経
営
の
富
裕
中
農
を
二
千
斤
も
上
廻

っ
た
の
で
、
今
ま
で
白
眼
視
し
て
い
た
富
裕
中
農
の
う
ち
か
ら
加
入

を
申
し
込
む
も
の
も
現
わ
れ
た
。
も
ち
ろ
ん
彼
等
の
二
面
性
が
簡
単

に
捨
て
切
れ
た
わ
け
で
も
な
く
、
ま
た
地
主
・
富
農
・
反
動
派
、
悪

質
分
子
、
右
派
分
子
な
ど
の
反
動
分
子
（
地
、
冨
、
反
、
壊
、
右
と
略

称
さ
れ
る
）
が
策
動
を
や
め
た
わ
け
で
も
な
く
、
地
力
を
誇
大
に
報

告
し
て
、
土
地
に
対
す
る
配
当
を
多
く
し
ょ
う
と
す
る
中
農
や
、
合

作
社
の
成
果
に
ケ
チ
を
つ
け
る
元
日
本
軍
ス
パ
イ
も
あ
っ
た
が
、
大

衆
的
批
判
の
前
に
そ
の
策
動
は
う
ち
や
ぶ
ら
れ
、
集
団
農
業
の
優
位

性
が
実
証
さ
れ
た
五
三
年
冬
に
は
、
好
漢
組
を
含
め
て
大
恥
の
全
戸

が
一
合
作
社
を
構
成
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
　
　
　
　
－

　
そ
れ
に
し
て
も
半
社
会
主
義
段
階
で
は
ま
だ
土
地
・
家
畜
・
家
具

の
個
別
私
有
を
認
め
て
い
る
た
め
、
集
団
経
営
と
の
間
に
矛
盾
が
存

在
す
る
こ
と
に
な
り
、
貧
下
中
農
の
側
か
ら
は
「
土
地
持
ち
に
は
坐

っ
た
ま
ま
で
も
食
糧
が
手
に
入
る
」
状
態
に
対
す
る
批
判
が
は
げ
し

く
出
さ
れ
、
生
産
の
発
展
に
も
影
響
を
生
じ
た
。
か
く
て
一
九
五
五

年
の
農
業
協
同
化
に
つ
い
て
の
毛
主
席
の
呼
び
か
け
に
こ
た
え
、
大

塞
は
農
業
協
同
化
の
第
三
段
階
で
あ
る
社
会
主
義
的
性
質
の
高
級
農

業
生
産
合
作
社
を
結
成
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
社
員
の
労
働
意
欲
は

増
し
、
一
章
当
り
収
量
は
三
四
〇
斤
を
こ
え
た
。
一
九
五
八
年
全
国

に
人
民
公
社
化
の
高
ま
り
が
訪
れ
た
時
、
大
塞
で
も
、
合
作
社
規
模

で
は
自
然
改
造
推
進
に
限
界
が
あ
る
こ
と
を
感
じ
て
、
大
書
人
民
公

社
を
結
成
し
、
二
三
の
生
産
大
隊
の
一
つ
と
な
っ
た
。

①
本
章
の
主
要
参
考
文
献

　
A
　
『
農
業
戦
線
上
的
＝
二
等
旗
「
大
門
」
』
五
一
二
〇
頁
。

　
B
『
大
寒
一
一
旗
關
鰹
一
－
二
二
頁
。

　
C
　
陳
永
貴
「
大
纂
人
的
革
命
志
気
」
、
『
水
利
与
篭
力
』
、
　
一
九
六
四
年
第
四

期
、
（
一
九
六
四
年
版
『
人
民
書
冊
』
所
収
）
。

　
D
　
「
中
国
農
村
両
条
道
路
的
闘
争
」
、
『
紅
野
尻
一
九
六
七
年
第
＝
ハ
号
、
（
『
人

　
民
日
報
』
一
一
月
二
三
日
）
、
（
日
本
語
訳
、
中
国
農
村
に
お
け
る
二
つ
の
道
の
闘

争
、
『
北
京
周
報
』
一
九
六
七
年
第
四
九
号
）
。

　
本
文
中
特
に
註
記
し
な
い
具
体
的
事
実
は
、
A
と
B
に
よ
っ
た
も
の
で
あ
る
。

②
～
畝
（
ム
ー
）
は
日
本
の
六
・
六
七
ア
ー
ル
に
あ
た
る
。
文
中
の
畝
は
す
べ
て

　
「
ム
ー
」
を
意
味
す
る
。
な
お
一
斤
は
五
〇
〇
グ
ラ
ム
に
あ
た
る
。

③
陳
永
貴
の
幼
少
時
代
に
つ
い
て
は
、
C
の
本
入
の
記
述
に
よ
る
。
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④
資
料
C

⑤
資
料
D

⑥
「
現
在
、
搾
取
は
人
を
救
う
も
の
で
あ
り
、
搾
取
を
許
さ
な
い
の
は
二
条
主
義

　
で
あ
る
。
い
ま
は
、
搾
取
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
搾
取
を
歓
迎
し
な
け
れ
ば
な
ら

　
な
い
。
」
　
（
資
料
D
に
よ
る
）

⑦
資
料
D
に
よ
る
。
「

⑧
同
右
。

⑨
陳
永
貴
「
大
築
是
在
酒
中
秦
野
魯
暁
夫
的
闘
争
中
前
進
的
」
。

⑩
同
右
。

⑪
同
右
。

　
　
　
　
　
　
　
　
①

三
、
自
然
改
造
の
歩
み

　
八
百
畝
に
も
足
り
な
い
大
舅
の
耕
地
の
九
割
ま
で
は
山
の
尾
根
筋

や
山
腹
に
あ
り
、
し
か
も
周
囲
に
し
っ
か
り
し
た
畦
も
な
い
斜
面
畑

だ
っ
た
か
ら
、
水
土
流
失
も
激
し
く
、
地
力
も
低
か
っ
た
。
こ
の
ま
ま

で
は
雨
に
も
皐
に
も
弱
く
、
合
理
的
密
植
も
実
施
で
き
な
い
状
況
で
、

生
産
基
盤
整
備
が
先
決
問
題
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
っ
た
。
だ

が
大
壷
に
お
い
て
も
、
零
細
土
地
所
有
、
零
細
経
営
の
ま
ま
で
は
基

盤
整
備
に
は
手
が
つ
け
ら
れ
な
か
っ
た
。
互
助
組
段
階
で
も
生
産
力

上
昇
は
専
ら
労
働
集
約
化
（
精
耕
細
作
）
に
求
め
ら
れ
、
そ
れ
は
そ

れ
で
一
定
の
成
果
を
収
め
た
。
し
か
し
、
や
が
て
そ
れ
は
限
界
に
達

す
る
で
あ
ろ
う
こ
と
も
明
白
で
あ
っ
た
。
一
九
五
三
年
、
前
書
記
葺

進
財
の
推
薦
で
、
大
塞
党
支
部
書
記
の
重
任
を
引
き
継
い
だ
陳
永
貴

は
こ
の
土
地
で
生
産
を
阻
害
し
て
い
る
大
敵
は
一
つ
は
秋
の
洪
水
で

あ
り
、
一
つ
は
春
の
畢
魑
で
あ
る
こ
と
、
つ
ま
り
い
ず
れ
に
せ
よ
水

の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
問
題
で
あ
る
こ
と
を
多
年
の
経
験
か
ら
認
識
し

て
い
た
。
特
に
水
土
流
失
の
激
し
い
、
準
乾
燥
地
帯
の
集
中
豪
雨
を

農
業
生
産
力
と
し
て
利
用
す
る
た
め
に
は
、
地
表
を
無
駄
に
流
れ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

雨
水
を
土
の
中
に
蓄
え
る
ほ
か
は
な
い
。
こ
こ
か
ら
「
海
綿
田
」
の

構
想
が
生
れ
て
来
た
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
大
回
の
耕
地
土
壌
を
一
尺

前
後
の
厚
さ
の
、
有
機
質
を
大
量
に
含
ん
だ
海
綿
状
の
土
壌
に
改
造

し
て
、
そ
れ
に
年
雨
量
五
〇
〇
一
七
〇
〇
ミ
リ
の
全
雨
水
を
吸
収

さ
せ
よ
う
と
言
う
の
で
あ
る
。

　
だ
が
海
綿
田
を
現
実
の
も
の
と
す
る
た
め
に
は
、
尾
根
筋
の
畑
に

は
畦
を
廻
ら
し
て
水
笠
の
流
失
を
防
ぎ
、
山
腹
の
斜
面
畑
は
水
平
な

段
畑
（
門
田
）
に
し
、
谷
底
に
は
堰
堤
を
設
け
て
、
土
を
貯
溜
し
、

低
湿
地
に
は
冠
水
を
防
ぐ
措
置
を
講
じ
る
な
ど
自
然
の
大
改
造
を
必

要
と
す
る
。
こ
ん
な
こ
と
は
零
細
地
帯
の
私
的
所
有
と
個
別
経
営
を

そ
の
ま
ま
に
し
て
、
個
人
の
努
力
で
実
現
し
よ
う
と
し
て
も
無
理
で

あ
る
。
大
塞
で
も
解
放
前
に
兄
弟
二
人
し
て
山
腹
を
開
き
、
七
畝
の
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（河野）大

段
畑
を
作
っ
た
先
例
が
あ
る
が
、
開
墾
後
の
種
子
代
な
ど
野
阜
っ
て
、

地
主
か
ら
金
と
食
糧
を
借
り
た
た
め
、
彼
ら
の
血
と
汗
の
結
晶
は
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

つ
く
り
地
主
に
と
り
あ
げ
ら
れ
て
し
ま
っ
た
。
自
然
改
造
に
は
や
は

り
人
々
が
集
団
の
威
力
を
発
揮
し
、
自
力
更
生
の
意
気
ご
み
で
、
自

主
的
に
と
り
く
ま
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
よ
う
な
清
勢
を
生
み
出
す

基
盤
と
し
て
、
一
九
五
三
年
初
級
合
作
社
の
成
立
が
見
ら
れ
た
。
所

有
権
は
な
お
個
々
の
農
民
に
残
さ
れ
て
い
た
が
、
経
営
権
は
集
団
の

手
に
あ
る
。
そ
し
て
集
団
経
営
の
成
果
は
す
で
に
富
裕
中
農
さ
え
庵

認
め
ざ
る
を
え
な
い
状
態
で
あ
っ
た
。

　
同
年
党
支
部
は
正
式
に
自
然
改
造
を
基
礎
と
す
る
生
産
発
展
計
画

を
提
出
し
大
衆
討
議
に
か
け
た
。
当
然
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
が
出
さ
れ

た
。
山
が
高
く
、
谷
も
深
い
こ
と
に
た
じ
ろ
ぐ
者
も
あ
っ
た
が
、
陳

永
貴
は
「
山
が
大
き
く
、
谷
が
深
け
れ
ば
、
そ
れ
な
り
に
ょ
い
点
が

あ
る
。
山
腹
は
多
く
の
段
々
畑
に
で
き
る
し
、
深
い
谷
に
は
堰
堤
を

築
け
ば
、
泥
を
し
っ
か
り
た
め
る
「
刮
金
板
」
に
な
る
。
長
い
川
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

な
く
て
も
、
洪
水
を
蓄
え
れ
ば
、
耕
作
に
役
立
つ
で
は
な
い
か
」
と

説
い
た
。
　
解
放
前
の
兄
弟
の
開
墾
の
話
も
出
た
が
、
　
多
く
の
者
は

「
旧
社
会
で
も
彼
等
は
土
地
を
開
い
た
。
今
は
地
主
も
打
倒
さ
れ
、

合
作
社
も
で
き
た
。
六
十
戸
が
力
を
合
せ
た
ら
、
ど
う
し
て
治
山
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

で
き
な
い
こ
と
が
あ
ろ
う
」
と
言
い
、
又
、
　
一
体
何
年
で
完
成
す

る
つ
も
り
か
と
言
う
問
に
陳
永
貴
は
「
も
っ
と
山
が
大
き
く
、
谷
が

多
く
て
も
、
　
一
つ
治
め
れ
ば
、
　
そ
れ
だ
け
改
造
を
要
す
る
山
や
谷

の
数
は
少
く
な
る
の
だ
。
三
年
で
だ
め
な
ら
五
年
、
五
年
で
だ
め

な
ら
十
年
、
我
々
の
代
で
だ
め
な
ら
子
や
孫
た
ち
が
引
受
け
て
く
れ

⑥る
」
と
力
強
く
答
え
た
。
ま
さ
に
愚
公
群
山
を
地
で
ゆ
く
話
だ
が
、

討
議
を
繰
返
す
過
程
で
、
党
員
、
干
部
は
も
と
よ
り
、
大
衆
の
思
想

が
統
～
さ
れ
、
こ
の
大
事
業
を
や
り
と
げ
よ
う
と
言
う
意
欲
が
湧
い

て
来
た
。
そ
こ
で
党
支
部
と
合
作
社
委
員
会
は
「
自
力
更
生
、
治
山

治
水
、
旧
地
を
新
地
に
改
造
す
る
一
〇
頃
年
計
画
」
を
制
定
し
、
五

三
年
冬
全
村
を
あ
げ
て
の
自
然
改
造
の
戦
い
が
始
ま
っ
た
。

　
第
一
年
度
は
試
験
的
に
白
革
溝
（
長
さ
七
五
〇
米
、
幽
霊
〇
米
）
の

改
造
か
ら
と
り
か
か
り
、
こ
こ
に
七
本
の
石
積
堰
堤
を
築
い
た
。
陳

永
貴
は
堰
堤
の
石
積
み
係
と
な
り
、
前
書
記
で
、
豊
麗
貴
の
人
柄
を

見
込
ん
で
、
そ
の
地
位
を
ゆ
ず
り
、
副
書
記
と
な
っ
て
い
た
賛
進
財

は
石
の
切
出
し
係
を
担
当
し
、
他
の
幹
部
も
率
先
し
て
谷
に
入
っ
た
。

社
員
も
七
一
歳
の
老
人
ま
で
幹
部
の
止
め
る
の
を
振
り
切
っ
て
参
加

し
、
総
数
五
十
名
が
夜
明
け
か
ら
薄
暮
ま
で
働
い
た
の
で
、
一
ヵ
月

分
の
工
事
量
を
一
八
日
で
完
成
し
、
白
学
士
（
合
作
溝
と
改
名
）
は
、
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七
つ
の
堰
堤
で
仕
切
ら
れ
、
土
を
厚
く
入
れ
た
畑
に
生
れ
変
っ
た
。

大
覚
の
人
女
は
集
団
の
威
力
を
眼
の
あ
た
り
に
見
て
奮
い
立
ち
、
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

九
五
四
年
冬
か
ら
五
五
年
春
に
か
け
て
、
一
挙
に
四
つ
の
谷
を
改
造

し
た
。
だ
が
次
の
狼
窩
掌
溝
で
は
大
塞
人
は
大
魚
錬
を
受
け
る
こ
と

に
な
っ
た
。
こ
の
谷
は
そ
の
名
の
ご
と
く
、
集
中
豪
雨
の
際
激
し
い

由
津
波
の
起
り
や
す
い
谷
で
、
一
九
五
五
年
冬
、
三
八
ヵ
所
の
堰
堤

を
き
づ
き
、
無
主
立
方
米
の
土
を
運
ん
で
季
語
化
し
た
の
に
、
五
六

年
夏
の
大
雨
で
堰
堤
は
こ
と
ご
と
く
押
し
流
さ
れ
た
。
そ
の
冬
、
堰

堤
の
基
礎
を
深
く
し
、
よ
り
大
き
な
切
石
を
積
み
上
げ
、
洪
水
の
衝

撃
力
を
弱
め
る
た
め
上
流
に
小
型
ダ
ム
を
作
っ
た
が
、
又
も
や
五
七

年
夏
に
は
更
に
は
げ
し
い
豪
雨
に
あ
っ
て
、
三
ニ
ヵ
所
の
堰
堤
が
崩

壊
し
て
し
ま
っ
た
。

　
二
度
に
わ
た
る
失
敗
は
、
元
来
二
面
的
で
、
個
別
経
営
に
未
練
を

残
し
て
い
る
富
裕
中
農
を
動
揺
さ
せ
、
富
農
も
時
機
到
来
と
ば
か
り

「
人
は
水
と
闘
わ
ず
、
猫
は
犬
と
喧
嘩
し
な
い
。
人
聞
が
龍
王
様
に

　
　
　
　
　
⑧

勝
て
る
も
の
か
」
な
ど
と
攻
撃
を
は
じ
め
た
。
こ
れ
は
一
場
の
激
し

い
思
想
闘
争
で
あ
っ
た
が
、
質
進
財
は
「
必
ら
ず
改
造
を
な
し
と
げ

ね
ば
な
ら
な
い
し
、
羊
肉
は
や
れ
ば
で
き
る
の
だ
」
と
強
く
言
い
切

っ
た
。
責
任
者
と
し
て
最
も
苦
境
に
立
た
さ
れ
た
陳
永
貴
も
、
旧
社

会
で
な
め
て
来
た
苦
難
の
数
女
と
階
級
敵
の
狸
猛
な
笑
を
思
い
浮
べ
、

絶
対
に
退
却
し
て
は
な
ら
な
い
と
決
意
を
醒
め
た
。
貧
下
中
農
た
ち

も
「
転
ぶ
の
を
恐
れ
て
は
山
に
登
れ
な
い
。
狼
窩
掌
か
ら
退
却
し
て

敵
を
喜
ば
せ
て
な
る
も
の
か
」
と
、
前
人
未
踏
の
道
を
切
り
開
く
俗
心

　
　
　
　
　
　
⑨

気
込
み
を
示
し
た
。
彼
等
は
宝
亀
掌
に
出
か
け
て
、
詳
細
に
欠
点
を

調
べ
、
堰
堤
の
強
度
を
増
す
た
め
、
籍
洞
の
芦
口
の
構
造
に
な
ら
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

て
、
ド
ー
ム
状
の
堰
堤
を
建
設
す
る
こ
と
な
ど
新
工
法
を
研
究
し
、

全
村
七
〇
余
人
が
三
た
び
狼
窩
掌
に
挑
ん
だ
。
大
雪
の
中
を
翼
進
財

は
稲
変
ら
ず
薄
明
か
ら
石
切
場
に
出
か
け
、
薄
氷
の
張
っ
た
弁
当
を

か
じ
り
な
が
ら
石
を
切
出
し
、
若
夫
婦
五
組
、
一
家
総
出
動
七
軒
と

云
う
村
を
あ
げ
て
の
奮
闘
の
結
果
、
つ
い
に
一
九
六
三
年
の
百
年
来

と
言
わ
れ
る
大
水
害
に
も
耐
え
た
頑
強
な
堰
堤
が
完
成
し
、
狼
野
離

は
征
服
さ
れ
た
。

　
こ
う
し
て
次
々
と
谷
を
改
造
し
て
、
総
延
長
七
・
五
キ
ロ
に
上
る

一
八
○
本
あ
ま
り
の
堰
堤
が
完
成
し
、
山
津
波
に
よ
る
水
土
流
失

を
防
止
す
る
と
共
に
、
尾
根
筋
の
畑
に
は
高
さ
一
尺
の
畦
を
め
ぐ
ら

し
、
山
腹
の
斜
面
畑
三
〇
〇
敵
を
水
平
段
畑
化
す
る
作
業
が
続
け
ら

れ
た
。
も
と
四
七
〇
〇
枚
に
細
分
さ
れ
て
い
た
畑
は
二
九
〇
〇
枚
ほ

ど
に
統
合
さ
れ
、
　
ダ
ム
が
二
つ
、
　
山
を
掘
り
割
っ
た
用
水
路
が
二
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本
と
三
〇
〇
〇
余
の
鶴
轡
葉
池
が
造
ら
れ
・
谷
間
に
は
八
○

畝
ほ
ど
の
新
し
い
畑
が
開
か
れ
、
果
樹
園
の
造
成
や
植
林
も
開
始
さ

れ
た
。
そ
し
て
、
人
民
公
社
の
結
成
さ
れ
た
一
九
五
八
年
に
は
一
溜

当
り
収
量
は
五
三
四
斤
、
一
九
六
二
年
に
は
七
七
四
斤
に
高
ま
っ
た
。

　
大
慌
人
は
天
秤
棒
と
も
つ
こ
と
鋤
と
石
を
切
る
の
み
と
玄
能
と
言

う
貧
し
い
装
備
し
か
な
か
っ
た
に
も
拘
ら
ず
、
両
手
を
使
っ
て
自
然

に
挑
み
、
次
々
と
改
造
を
な
し
と
げ
た
が
、
試
錬
は
決
し
て
終
っ
た

わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
一
九
六
三
年
八
月
二
日
か
ら
八
日
に
か
け
て

の
百
年
来
の
大
集
中
豪
雨
の
結
果
、
狼
窩
掌
溝
以
外
の
谷
で
は
、
一

一
年
か
か
っ
て
築
き
上
げ
た
堰
堤
百
余
本
の
う
ち
数
十
本
が
押
し
流

さ
れ
、
耕
地
全
体
の
二
二
％
が
破
壊
さ
れ
た
。
道
路
も
寸
断
さ
れ
、

一
四
五
の
霧
洞
の
う
ち
二
三
が
崩
れ
た
。

　
こ
の
未
曾
有
の
大
災
害
に
ま
た
弱
音
を
は
い
た
の
は
富
裕
中
農
と

中
農
で
あ
っ
た
。
あ
る
富
裕
中
農
は
「
こ
れ
は
工
法
の
ま
ち
が
い
か

ら
生
じ
た
も
の
だ
。
二
、
三
年
で
復
旧
す
る
こ
と
は
無
理
だ
か
ら
副

業
に
精
を
出
そ
う
」
と
言
い
、
あ
る
中
毒
は
「
土
も
苗
も
石
垣
ま
で

も
流
さ
れ
た
土
地
の
復
旧
は
後
ま
わ
し
に
し
て
、
洪
水
に
押
し
流
さ

れ
な
か
っ
た
土
地
だ
け
応
急
修
理
を
し
よ
う
」
と
主
張
し
た
。
党
支

部
は
こ
れ
ら
の
考
え
方
を
分
析
し
た
結
果
、
　
「
こ
の
よ
う
な
考
え
力

は
社
員
の
中
に
普
遍
的
に
存
在
し
て
い
る
が
、
そ
れ
は
眼
前
の
困
難

だ
け
を
見
て
長
期
的
展
望
を
欠
き
、
局
部
だ
け
を
見
て
全
体
を
見
ず
、

個
人
の
利
益
だ
け
を
眼
中
に
お
い
て
、
国
家
の
こ
と
を
顧
り
み
な
い
、

困
難
に
挫
け
た
敗
北
主
義
的
な
考
え
方
で
あ
る
。
こ
れ
を
解
決
し
て

お
か
な
い
と
復
旧
工
事
に
も
影
響
す
る
」
と
し
て
、
ま
ず
貧
下
中
農

を
集
め
て
、
討
論
を
く
り
か
え
し
た
。
そ
の
過
程
で
土
地
の
復
旧
は

社
員
の
生
活
に
か
か
わ
る
だ
け
で
な
く
、
更
に
重
要
な
の
は
食
糧
を

生
産
し
て
国
を
支
援
す
る
と
言
う
任
務
に
か
か
わ
る
問
題
で
あ
る
こ

と
、
ま
た
目
前
に
は
大
き
な
困
難
が
あ
る
が
、
が
ん
ば
れ
ば
克
服
で

き
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
貧
下
中
農
の
会
に
引
き
続
い
て
、
社

員
大
会
で
討
論
し
、
全
体
の
意
見
が
一
致
し
て
、
災
害
復
旧
に
挑
む

こ
と
に
な
っ
た
時
、
陳
永
貴
は
次
の
よ
う
に
総
括
し
た
。
　
「
敢
然
と

全
面
的
に
土
地
を
恢
復
す
る
か
し
な
い
か
は
敢
然
と
革
命
を
す
る
か

し
な
い
か
の
焼
塩
で
あ
る
。
毛
主
席
は
精
神
は
物
質
に
変
る
こ
と
が

で
き
る
と
言
わ
れ
た
。
党
と
全
国
人
民
の
我
々
に
対
す
る
慰
問
は
我

女
に
対
す
る
最
大
の
支
援
で
あ
る
。
物
質
的
支
援
は
使
い
果
さ
れ
る

時
が
あ
る
が
、
精
神
的
支
援
は
使
い
果
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
我

女
は
必
ら
ず
、
自
力
更
生
、
革
命
精
神
を
物
質
的
力
量
に
変
え
て
、

洪
水
に
お
し
流
さ
れ
た
土
地
を
取
り
も
ど
さ
ね
ば
な
ら
な
い
」
と
。
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一
九
六
三
年
秋
の
応
急
措
置
の
の
ち
、
翌
六
四
年
一
月
后
底
溝
の

改
修
工
事
か
ら
本
格
的
復
旧
が
始
ま
っ
た
。
盲
進
財
は
再
び
毎
日
未

明
か
ら
夕
闇
に
閉
さ
れ
る
ま
で
「
の
み
」
を
振
い
つ
づ
け
た
が
、
一

人
の
若
者
が
自
発
的
に
道
具
を
買
い
込
ん
で
、
質
進
財
を
師
と
し
て

石
を
切
り
は
じ
め
た
。
六
四
年
一
年
間
に
彼
等
は
二
万
個
の
石
を
切

り
出
し
た
。
生
産
大
隊
長
質
承
譲
は
骨
を
刺
す
よ
う
に
冷
た
い
真
冬

の
泥
水
に
と
び
こ
み
、
押
し
流
さ
れ
た
切
石
を
堀
り
出
し
た
。
后
底

溝
の
工
事
を
一
七
日
間
で
完
成
し
た
後
、
彼
等
は
勝
に
乗
っ
て
、
老

墳
溝
に
一
枚
一
二
畝
半
（
約
八
三
ア
ー
ル
）
と
云
う
大
き
な
畑
を
二
〇

継
漆
で
作
り
上
げ
、
厚
さ
四
尺
に
達
す
る
土
を
入
れ
た
。
三
月
に
な

る
と
人
民
解
放
軍
の
支
援
部
隊
が
到
着
し
、
大
三
人
と
協
力
し
て
、

七
日
間
で
合
作
溝
を
復
旧
し
た
。
一
九
六
五
年
春
ま
で
に
は
家
屋
の

新
築
も
耕
地
の
復
旧
も
ほ
ぼ
完
了
し
た
が
、
そ
の
前
に
、
一
九
六
四

年
秋
に
は
一
畝
当
り
八
○
○
斤
以
上
と
云
う
揚
子
江
地
域
な
み
の
空

前
の
収
量
を
あ
げ
、
さ
ら
に
六
四
年
冬
に
は
復
旧
工
事
と
併
行
し
て
、

よ
り
多
く
の
収
穫
を
か
ち
と
る
た
め
、
四
た
び
狼
窩
掌
に
挑
ん
だ
。

今
度
の
改
造
で
は
今
ま
で
の
経
験
者
の
ほ
か
に
青
年
男
女
、
特
に
二

〇
歳
か
ら
一
四
歳
ま
で
の
二
三
人
の
娘
た
ち
の
組
織
す
る
鉄
姑
娘
隊

の
活
躍
が
目
ざ
ま
し
か
っ
た
。
大
宰
で
は
自
然
と
の
闘
い
の
中
で
革

命
の
接
情
人
が
た
く
ま
し
く
鍛
え
上
げ
ら
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

し
か
も
彼
ら
は
後
継
者
養
成
の
教
材
と
し
て
か
つ
て
の
窮
大
纂
の
姿

を
留
め
る
小
さ
な
谷
を
一
つ
旧
館
の
ま
ま
残
し
て
い
る
。

　
さ
て
、
こ
こ
に
問
題
に
な
る
の
は
大
急
の
目
ざ
ま
し
い
自
然
改
造

を
大
石
の
生
産
力
上
昇
と
の
直
接
的
関
連
と
言
う
視
点
か
ら
だ
け
評

価
す
る
の
で
よ
い
の
か
、
或
は
も
っ
と
広
い
地
域
と
の
関
連
か
ら
は

ど
う
位
置
づ
け
る
べ
き
な
の
か
と
云
う
問
題
で
あ
る
。
中
国
の
水
利

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

建
設
事
業
全
般
に
つ
い
て
は
、
前
に
述
べ
た
こ
と
が
あ
る
の
で
、
詳

述
を
避
け
る
が
、
解
放
当
初
、
土
地
改
革
が
進
み
、
互
助
組
が
結
成

さ
れ
て
ゆ
く
過
程
で
、
政
府
は
応
急
的
治
水
を
主
と
し
た
水
利
建
設

を
国
営
工
事
の
形
で
行
な
っ
た
。
第
一
次
五
五
畜
計
画
の
期
間
中
も

多
目
的
ダ
ム
や
大
型
用
水
路
の
建
設
に
重
点
を
お
く
国
営
の
面
河
治

水
工
事
が
実
施
さ
れ
た
。
と
こ
ろ
が
一
九
五
五
年
に
発
表
さ
れ
た
黄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

河
の
治
水
・
利
水
計
画
で
は
三
門
峡
な
ど
の
大
型
国
営
工
事
と
同
時

並
行
的
に
黄
土
高
原
地
帯
の
地
域
住
民
に
よ
る
水
瓜
保
持
の
た
め
の

自
然
改
造
事
業
が
進
め
ら
れ
る
と
云
う
「
二
本
足
で
歩
く
」
方
針
が
う

ち
出
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
や
は
り
農
業
集
団
化
の
進
展
と
相
呼
応

、
し
て
い
る
と
見
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
一
九
五
七
年
に
は
河
南

　
　
　
⑮

省
禺
県
な
ど
で
、
人
民
の
手
に
よ
る
、
県
ク
ラ
ス
の
規
模
で
の
水
利
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建
設
が
、
下
か
ら
の
力
で
盛
り
上
っ
て
い
る
。
こ
れ
を
基
礎
と
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

一
九
五
八
年
に
は
水
利
建
設
の
三
主
方
針
つ
ま
り
、
社
弁
（
公
社
経

営
）
を
主
と
レ
、
雲
水
（
貯
水
、
利
水
と
言
っ
て
も
よ
い
）
を
主
と
し
、

小
型
（
の
建
設
）
を
主
と
す
る
自
然
改
造
政
策
が
う
ち
出
さ
れ
、
大

型
で
、
治
水
を
含
め
た
、
国
営
工
事
は
こ
れ
を
支
援
す
る
（
三
輔
）

存
在
に
な
っ
た
。
社
弁
と
云
っ
て
も
、
こ
れ
は
必
ら
ず
し
も
人
民
公

社
規
模
以
下
の
単
位
で
は
や
っ
て
は
な
ら
な
い
と
言
う
の
で
は
な
く
、

む
し
ろ
基
層
単
位
の
自
力
建
設
を
重
視
し
な
が
ら
、
そ
の
手
に
あ
ま

る
も
の
は
公
社
の
自
主
建
設
に
ま
か
せ
た
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

山
塞
の
自
力
改
造
は
基
層
単
位
の
自
力
建
設
の
典
型
と
見
る
べ
き
だ

ろ
う
し
、
大
塞
が
行
な
っ
た
施
工
技
術
は
ほ
と
ん
ど
黄
河
治
水
利
水

計
画
の
中
で
水
土
保
持
の
た
め
行
な
う
べ
き
措
置
と
さ
れ
た
も
の
と

一
致
し
て
い
る
。
こ
の
三
主
方
針
も
中
国
の
、
人
民
を
思
い
切
っ
て

立
ち
上
ら
せ
、
自
主
的
に
下
か
ら
革
命
を
行
な
わ
せ
る
方
針
に
沿
っ

た
も
の
で
あ
っ
て
、
ソ
連
方
式
に
学
ん
だ
第
一
次
五
力
年
計
画
当
時

の
大
型
国
営
工
事
主
体
方
式
と
は
全
く
違
っ
て
い
る
。

　
そ
れ
で
は
自
然
改
造
を
す
べ
て
人
民
公
社
に
お
し
つ
け
た
の
か
と

言
う
と
、
も
ち
ろ
ん
そ
う
で
は
な
く
て
、
広
い
地
域
に
わ
た
る
大
型

建
設
事
業
は
国
営
で
実
施
し
て
い
る
。
新
安
江
ダ
ム
や
最
近
の
海
河

治
水
は
そ
の
一
例
で
あ
る
。
し
か
し
、
自
然
改
造
の
基
軸
は
や
は
り

地
域
住
民
が
自
力
で
生
産
基
盤
を
整
備
し
よ
う
と
云
う
下
か
ら
の
自

主
的
、
積
極
的
な
不
屈
の
行
動
に
お
か
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
す
る
と

こ
ろ
が
ら
、
大
観
は
ま
ず
こ
の
面
で
全
国
的
模
範
と
さ
れ
た
と
考
え

る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

①
本
章
の
主
要
参
考
文
献
。

　
A
　
　
『
農
業
戦
線
上
的
一
面
紅
旗
「
大
築
」
』
二
三
…
三
三
頁
。

　
　
B
　
『
大
塞
紅
旗
騒
』
一
四
…
二
八
頁
。

　
　
C
　
渉
蔭
、
苑
銀
懐
「
大
纂
之
路
」
、
『
人
民
日
報
』
一
九
六
四
年
二
月
～
○
臼
。

　
　
D
　
二
丁
貴
『
大
玉
人
的
革
命
志
気
』
。

　
　
E
　
「
学
習
面
折
、
用
革
命
精
神
建
設
山
区
的
好
榜
様
」
『
人
民
日
報
』
社
論
、
一

　
九
六
四
年
二
月
一
〇
目
。
特
に
註
記
し
な
い
具
体
的
事
実
ぽ
A
と
B
に
よ
っ
た
も

　
の
で
あ
る
。

②
人
事
中
図
や
映
画
「
大
纂
田
」
で
は
こ
う
表
現
し
て
い
る
が
、
大
正
で
実
際
に

　
海
綿
田
と
呼
ん
で
い
る
か
ま
だ
不
明
で
あ
る
。

③
資
料
C
に
よ
る
。

④
　
同
等
。

⑤
　
同
右
。

⑥
　
同
右
。

⑦
后
底
溝
、
趨
一
道
溝
、
念
草
溝
、
小
北
硲
溝
。

⑧
資
料
C
に
よ
る
。

⑨
阿
右
。

⑩
映
画
「
大
纂
田
」
に
よ
る
。

⑪
直
径
ニ
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
穴
で
、
穴
の
中
に
樹
木
の
種
子
を
ま
き
、
乏
し
い
雨
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水
を
蓄
え
て
、
発
芽
、
生
長
さ
せ
る
。
山
地
を
緑
化
さ
せ
、
浄
土
流
失
を
防
ぐ
た

　
め
、
黄
土
…
繭
原
で
広
く
実
旋
さ
れ
て
い
る
。

⑫
　
全
国
農
業
発
展
要
綱
の
潅
河
以
南
の
地
域
の
到
達
目
標
一
ヘ
ク
タ
ー
ル
当
り
六

　
ト
ソ
を
こ
え
た
と
言
う
意
味
で
あ
る
。

⑬
　
河
野
通
博
「
中
国
の
水
利
建
設
」
、
『
歴
史
地
理
学
紀
要
』
七
、
一
九
六
五
年
。

⑭
郡
子
恢
「
関
干
根
治
黄
河
水
害
和
開
発
黄
河
水
利
的
綜
合
規
劉
的
報
告
」
、
黄

　
河
水
利
委
員
会
編
、
『
黄
河
』
（
一
九
五
七
年
刊
）
駈
収
。
　
（
日
本
語
訳
は
『
人
民

　
中
国
』
一
九
五
五
年
第
十
号
に
あ
る
、
一
九
五
五
年
七
月
第
一
期
全
圏
人
民
代
表

　
大
会
第
二
回
会
議
で
の
報
告
で
あ
る
。
）

⑮
　
　
『
改
造
大
自
然
、
河
水
所
長
喚
』
、
中
共
河
南
省
近
県
県
委
、
一
九
五
九
年
刊
。

⑯
『
中
国
の
治
水
・
水
利
に
関
す
る
研
究
』
、
亜
細
璽
農
業
技
術
交
流
協
会
、
一
九

　
六
一
年
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

　
　
　
四
、
農
業
技
術
の
科
学
化

　
大
黒
の
生
産
力
水
準
が
著
る
し
く
上
昇
し
た
一
因
は
た
し
か
に
自

力
更
生
の
精
神
に
も
と
ず
く
自
然
改
造
に
あ
っ
た
の
だ
が
、
そ
れ
と

共
に
自
主
的
な
科
学
実
験
か
ら
生
れ
た
農
業
技
術
水
準
の
上
昇
も
見

逃
し
て
は
な
ら
な
い
。
一
九
五
二
年
に
建
永
貴
は
も
と
は
一
枚
だ
っ

た
畑
に
植
え
ら
れ
た
と
う
も
ろ
こ
し
が
播
種
の
浅
深
に
よ
り
、
成
育

状
況
に
も
、
収
量
に
も
大
き
な
差
の
で
き
た
こ
と
に
気
づ
い
た
。
し

か
し
ま
だ
当
時
は
社
員
ば
か
り
か
、
幹
部
で
さ
え
旧
慣
に
な
ず
ん
だ

考
え
方
を
し
て
い
て
、
作
物
の
豊
凶
の
原
因
を
天
候
だ
け
に
求
め
た

り
、
肥
料
さ
え
多
投
す
れ
ば
た
く
さ
ん
と
れ
る
と
考
え
て
あ
と
の
管

理
に
は
関
心
が
な
か
っ
た
。
農
業
生
産
性
を
高
め
る
に
は
ま
つ
科
学

実
験
を
行
な
い
、
そ
の
経
験
を
総
括
し
て
新
技
術
体
系
を
創
造
せ
ね

ば
な
ら
な
い
が
、
そ
れ
に
は
保
守
思
想
、
・
旧
慣
に
な
ず
む
態
度
と
言

う
重
荷
を
す
て
さ
せ
ね
ば
な
ら
な
い
と
陳
永
貴
は
考
え
た
。
こ
れ
も

革
命
闘
争
の
一
つ
だ
が
、
こ
の
闘
い
に
は
武
器
を
使
う
こ
と
も
、
大

衆
集
会
の
開
催
も
役
に
立
た
ず
、
た
だ
事
実
に
基
ず
く
説
得
し
か
道

は
な
か
っ
た
。

　
当
時
農
業
技
術
改
良
普
及
員
が
「
白
髪
病
に
罹
っ
た
粟
稗
を
家
畜

の
飼
料
に
し
、
そ
の
糞
を
粟
に
施
す
と
ま
た
白
髪
病
が
発
生
す
る
」

と
言
っ
て
い
た
が
、
皆
は
半
信
半
疑
だ
っ
た
。
一
一
貴
は
こ
れ
を
と

ら
え
て
、
試
験
田
を
設
け
、
試
験
し
た
結
果
、
正
し
い
こ
と
が
立
証

　
　
②

さ
れ
た
。
こ
れ
以
后
大
器
で
は
幹
部
も
社
員
も
試
験
田
を
設
け
て
、

研
究
に
取
組
み
は
じ
め
た
。

　
一
九
五
三
年
若
鳥
貴
は
幹
部
と
共
に
趙
背
硲
の
粘
土
質
土
壌
の
と

う
も
ろ
こ
し
試
験
田
に
灰
欝
欝
（
石
炭
が
ら
を
人
糞
と
混
ぜ
合
わ
せ
た
も

の
）
を
施
し
て
顕
著
な
増
産
効
果
を
え
た
。
翌
年
砂
質
土
壌
の
麻
黄

溝
で
同
じ
試
験
を
し
た
所
、
却
っ
て
減
産
し
て
し
ま
っ
た
。
こ
こ
か

ら
大
部
人
は
施
肥
方
法
を
そ
れ
ぞ
れ
の
畑
の
土
壌
の
性
質
に
応
じ
て
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変
え
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
を
学
び
と
っ
た
。
ま
た
一
九
五
八
年
燐
酸
石

灰
が
著
る
し
い
増
産
効
果
の
あ
る
こ
と
を
聞
い
て
、
試
用
し
て
み
た

が
、
燐
肥
を
そ
の
ま
ま
撒
い
た
の
で
は
畑
が
灰
色
に
な
る
だ
け
で
、

全
く
効
果
が
上
ら
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
種
々
の
肥
料
と
の
混
用
試
験

を
五
年
聞
続
け
た
結
果
、
最
も
効
率
的
な
方
法
を
突
き
と
め
た
。
準

乾
燥
地
域
の
畑
で
は
直
接
的
使
用
は
効
果
が
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
品
種
改
良
も
「
因
地
制
宜
」
の
方
針
で
試
験
し
た
上
で
、
さ
ら
に

合
理
的
密
植
が
ど
の
程
度
可
能
か
も
研
究
し
た
結
果
、
と
う
も
ろ
こ

し
の
場
合
、
以
前
は
一
人
当
り
七
〇
〇
－
八
○
○
株
程
度
だ
っ
た

も
の
が
、
谷
底
の
畑
で
は
晩
生
種
一
八
○
○
株
以
上
、
尾
根
筋
で
は

晩
生
種
二
〇
〇
〇
株
以
上
、
山
腹
で
は
早
生
種
二
三
〇
〇
…
工
五

〇
〇
株
の
栽
培
が
可
能
だ
と
言
う
一
般
的
原
則
を
見
出
し
、
さ
ら
に

畑
の
条
件
に
応
じ
て
品
種
と
植
付
株
数
を
き
め
て
い
っ
た
。
ま
た
土
、

肥
、
水
、
種
、
密
、
保
、
管
、
工
と
略
称
さ
れ
る
農
業
の
八
字
憲
法

に
つ
い
て
も
、
農
民
の
手
で
試
験
を
し
た
上
で
、
従
来
の
経
験
と
新

技
術
を
結
び
つ
け
て
活
用
す
る
方
針
を
貫
い
て
い
っ
た
。

　
こ
れ
ら
の
基
礎
の
上
に
大
一
人
が
考
え
出
し
た
新
し
い
技
術
と
し

て
は
、
　
「
櫓
稗
還
田
」
、
「
三
三
」
、
「
四
不
樹
種
、
三
不
空
」
、
「
移
苗

補
種
」
の
四
つ
が
代
表
的
な
も
の
と
し
て
あ
げ
ら
れ
る
。

　
「
階
導
者
田
」
は
藁
桿
類
を
耕
地
に
鋤
き
込
む
こ
と
で
、
大
忌
で

は
牛
窓
を
家
蕾
飼
料
と
し
、
炊
事
用
に
は
近
く
の
石
炭
を
使
用
す
る

の
で
、
と
う
も
ろ
こ
し
稗
を
全
量
投
入
し
た
の
で
あ
る
。
大
学
の
土

壌
は
有
機
質
に
乏
し
か
っ
た
た
め
、
海
綿
転
化
す
る
に
は
大
量
の
有

機
質
肥
料
の
投
下
が
必
要
で
あ
っ
た
が
、
年
々
の
増
産
の
結
果
、
桿

類
の
施
用
も
一
郭
当
り
、
二
七
担
（
一
九
五
三
年
）
か
ら
八
四
担
（
一

九
六
四
年
）
に
増
加
し
た
。

　
「
三
深
」
と
は
深
耕
、
深
種
（
深
蒔
き
）
、
深
創
．
（
草
け
ず
り
を
深
く

行
う
こ
と
）
で
、
深
耕
の
た
め
尾
根
筋
や
山
腹
で
は
客
土
に
よ
り
耕
r

土
を
厚
く
し
た
。
三
深
を
行
な
っ
た
結
果
、
と
う
も
ろ
こ
し
の
一
二

当
り
収
量
は
実
施
前
の
四
〇
三
幅
（
一
九
五
六
年
）
か
ら
一
九
五
九
年

に
は
七
六
四
斤
に
、
一
九
六
四
年
に
は
八
八
八
斤
に
増
加
し
た
。
八

年
で
倍
増
で
あ
る
。

　
「
四
堀
詰
種
」
と
は
豆
、
麻
、
瓜
、
そ
菜
を
す
べ
て
穀
物
の
問
作

と
し
て
作
り
、
専
用
の
畑
を
作
ら
ぬ
こ
と
で
あ
る
。
大
塞
で
は
も
と

は
谷
間
や
肥
沃
な
畑
に
と
う
も
ろ
こ
し
を
植
え
、
耕
地
の
大
部
分
を

占
め
る
山
腹
や
尾
根
の
畑
に
は
粟
、
豆
、
高
梁
を
植
え
て
い
た
。
だ

か
ら
と
う
も
ろ
こ
し
畑
は
耕
地
の
三
割
程
度
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
自

然
改
造
と
肥
料
増
産
の
進
展
に
伴
い
と
う
も
ろ
こ
し
の
作
付
面
積
は
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急
増
し
一
九
五
七
年
に
は
四
〇
〇
畝
を
こ
え
た
が
、
豆
の
作
付
面
積

は
八
○
畝
か
ら
職
給
に
減
っ
た
。
だ
が
こ
れ
が
新
し
い
問
題
を
生
ん

だ
。
大
壷
人
は
豆
を
食
べ
な
れ
て
い
る
の
で
、
豆
の
減
産
に
不
便
を

感
じ
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
こ
で
と
う
も
ろ
こ
し
畑
に
大
豆
、
粟
畑
に

小
豆
を
間
作
し
た
と
こ
ろ
好
成
績
だ
っ
た
の
で
、
さ
ら
に
高
梁
畑
に

か
ら
し
菜
、
畦
に
瓜
や
麻
を
植
え
る
こ
と
に
な
り
、
豆
類
の
生
産
額

は
間
作
以
前
よ
り
も
多
く
な
っ
た
。
　
「
三
青
空
」
と
は
地
辺
（
畑
の

へ
り
）
、
地
細
（
畑
の
畦
畔
）
、
馬
丁
（
畑
の
す
み
）
を
遊
ば
せ
て
お
か

な
い
こ
と
で
、
零
細
耕
地
が
分
散
し
て
い
る
大
患
で
は
、
そ
の
合
計

面
積
は
三
〇
畝
に
上
り
、
こ
こ
に
作
物
を
植
え
て
二
万
斤
以
上
の
増

収
を
み
た
。

　
「
書
芸
補
種
」
は
欠
苗
に
な
っ
た
所
に
補
翼
す
る
こ
と
で
あ
る
。

大
塞
の
よ
う
な
山
村
で
は
野
鳥
、
野
獣
に
荒
さ
れ
た
り
、
ま
た
水
分

不
足
で
苗
が
活
着
ル
な
い
こ
と
も
あ
る
の
で
、
そ
こ
に
動
植
し
て
、

減
収
を
防
ぐ
の
で
あ
る
が
、
後
に
は
粟
を
苗
床
で
育
て
て
お
い
て
、

菱
を
刈
っ
た
跡
に
移
植
す
る
実
験
も
行
な
っ
て
い
る
。

　
日
本
の
よ
う
に
省
力
化
を
農
業
近
代
化
の
基
準
と
す
る
観
点
か
ら

す
れ
ば
、
以
上
の
農
業
技
術
は
極
度
に
労
働
集
約
的
な
、
近
代
化
に

逆
行
す
る
も
の
と
言
う
こ
と
に
な
る
。
三
青
空
の
た
め
専
門
に
植
え

て
歩
く
人
が
一
人
い
る
こ
と
な
ど
特
に
そ
う
感
じ
ら
れ
る
か
も
知
れ

な
い
。
し
か
し
現
在
の
段
階
で
一
調
二
白
か
ら
脱
却
す
る
た
め
に
は

こ
の
方
法
し
か
な
か
っ
た
だ
ろ
う
と
云
う
こ
と
が
先
ず
言
え
る
し
、

劉
筆
勢
が
主
張
し
た
と
云
わ
れ
る
考
え
方
の
よ
う
に
機
械
化
を
待
つ

　
　
③

て
い
た
の
で
は
農
業
生
産
力
の
上
昇
は
は
る
か
に
お
く
れ
て
い
た
で

あ
ろ
う
。
ま
た
彼
ら
は
土
地
生
産
性
の
上
昇
ば
か
り
を
考
え
て
、
労

働
生
産
性
を
高
め
る
こ
と
を
無
視
し
て
い
る
わ
け
で
は
決
し
て
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

基
盤
整
備
を
は
じ
め
、
簡
易
ケ
ー
ブ
ル
の
架
設
、
水
利
施
設
の
改
良

　
　
　
　
⑤

な
ど
に
よ
り
労
働
生
産
性
の
高
ま
り
も
著
る
し
い
。
　
一
方
で
こ
の
よ

う
に
農
業
装
備
の
充
実
を
は
か
り
な
が
ら
し
か
も
彼
等
は
社
会
主
義

建
設
を
支
援
す
る
た
め
、
寸
土
を
も
余
す
所
な
く
利
用
し
よ
う
と
自

ら
の
意
志
に
も
と
づ
い
て
、
積
極
性
を
発
揮
し
て
い
る
の
だ
と
云
う

こ
と
を
見
逃
し
て
は
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

　
①
本
章
の
主
要
文
献

　
　
A
　
『
農
業
戦
線
上
＝
圓
紅
旗
「
大
纂
」
』
三
六
－
五
二
頁
。

　
　
B
　
『
大
塞
紅
旗
瓢
』
二
八
－
四
四
頁
。

　
　
C
　
　
「
大
繁
之
路
』
。

　
　
特
に
註
記
し
な
い
具
体
的
事
実
は
B
に
よ
っ
た
。

　
②
資
料
C
に
よ
る
。

　
③
「
工
業
が
国
有
化
さ
れ
て
は
じ
め
て
、
農
民
に
大
量
の
機
繊
を
供
給
で
き
る
よ

　
　
う
に
な
る
の
で
あ
り
、
そ
の
の
ち
に
土
地
の
国
有
化
や
農
業
の
集
団
化
が
は
じ
め
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て
可
能
に
な
る
の
で
あ
る
。
」
（
劉
小
奇
が
｝
九
五
一
年
五
月
七
日
宣
伝
工
作
会
議

　
で
行
っ
た
演
説
と
さ
れ
る
。
）
「
中
国
農
村
両
条
道
路
的
闘
争
」
よ
り
引
用
。

④
一
九
六
五
年
三
ヵ
所
に
設
遣
。
（
『
人
民
中
国
』
一
九
六
七
年
一
二
月
号
「
新
中

　
國
の
愚
公
た
ち
」
に
よ
る
）
。

⑤
三
・
五
キ
μ
は
な
れ
た
ダ
ム
か
ら
引
水
し
、
四
〇
〇
畝
の
畑
地
灌
瀧
が
可
能
と

　
な
っ
た
。
（
「
大
灌
在
毛
沢
東
思
懇
的
光
輝
照
耀
下
前
進
」
）
。

五
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

群
衆
の
積
極
性
の
組
織
化

　
大
渓
で
は
自
然
改
造
で
も
、
農
業
詮
術
の
発
展
で
も
、
大
衆
が
非

常
に
積
極
的
な
所
に
大
き
な
特
色
が
あ
る
が
、
集
団
経
営
の
中
で
大

衆
が
積
極
的
に
行
動
す
る
現
実
的
な
裏
づ
け
と
し
て
は
、
適
正
な
労

働
管
理
と
公
正
な
賃
金
の
支
給
が
保
障
さ
れ
、
幹
部
が
大
衆
か
ら
し
．

つ
か
り
と
支
持
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
だ
が
大
覚
で
も

労
働
管
理
方
法
や
労
働
点
数
決
定
方
法
は
は
じ
め
か
ら
理
想
的
な
も

の
が
存
在
し
て
い
た
の
で
は
な
い
。
む
し
ろ
試
行
錯
誤
を
く
り
か
え

し
つ
つ
、
住
民
自
身
が
、
社
会
主
義
学
習
を
通
じ
て
、
つ
く
り
出
し

て
い
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

　
一
九
五
三
年
、
初
級
農
業
生
産
合
作
社
の
結
成
当
時
、
大
儲
に
は

二
つ
の
生
産
隊
が
あ
り
、
各
隊
は
三
作
業
組
か
ら
な
り
、
組
長
と
組

員
は
固
定
し
て
い
た
。
彼
等
は
生
産
隊
長
の
指
示
に
も
と
づ
き
、
作

業
組
長
が
引
率
し
て
作
業
し
た
。
こ
の
方
式
は
一
応
規
律
正
し
く
は

あ
っ
た
が
、
農
作
業
の
よ
う
に
複
雑
で
、
天
候
の
変
化
や
作
物
の
状

態
に
応
じ
て
、
臨
機
応
変
の
処
置
を
た
え
ず
必
要
と
す
る
仕
事
を
円

滑
に
実
施
す
る
た
め
に
は
柔
軟
性
に
乏
し
く
、
小
人
数
が
過
重
な
作

業
に
当
っ
た
り
、
反
対
に
作
業
量
に
比
べ
て
人
数
が
多
す
ぎ
た
り
す

る
事
が
よ
く
あ
つ
た
。
人
民
公
社
成
立
後
、
大
回
生
産
大
隊
で
は
各

生
産
隊
で
固
定
作
業
組
に
細
か
く
区
切
っ
た
作
業
を
請
負
わ
せ
る
こ

と
に
し
た
。
こ
れ
も
生
産
を
組
織
的
に
行
な
う
点
で
は
あ
る
程
度
膚

効
だ
っ
た
が
、
天
候
の
都
合
で
急
に
作
業
内
容
を
変
更
す
る
必
要
が

生
じ
た
時
な
ど
は
融
通
が
き
か
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
一
九
六
〇
年
か

ら
は
家
畜
飼
育
係
や
副
業
係
は
専
従
の
責
任
者
を
置
き
、
人
を
変
え

な
か
っ
た
が
、
耕
地
で
の
作
業
は
そ
の
内
容
に
応
じ
て
労
力
を
按
配

す
る
こ
と
と
し
、
固
定
作
業
を
や
め
て
、
臨
時
作
業
組
に
改
組
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
重
点
的
に
多
く
の
労
働
力
を
集
中
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
、

臨
機
応
要
の
措
置
も
可
能
に
な
っ
た
し
、
ま
た
各
人
の
長
所
を
生
か

し
た
配
置
を
行
な
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
作
業
組
の
幹
部
も
固
定
し

な
い
で
、
そ
の
時
々
の
作
業
内
容
に
応
じ
て
、
熟
練
度
が
高
く
、
作

業
態
度
の
よ
い
人
を
組
長
（
短
幹
部
）
に
選
び
、
常
任
の
幹
部
（
長
幹

部
）
が
援
助
し
な
が
ら
、
短
幹
部
を
訓
練
し
て
指
導
者
と
し
て
鍛
え
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上
げ
て
ゆ
く
方
法
を
採
用
七
た
。

　
更
に
一
九
六
四
年
か
ら
は
生
産
大
隊
を
単
位
と
し
て
労
働
力
配
分

を
実
施
し
、
作
業
組
長
、
作
業
組
の
人
数
、
作
業
組
の
労
働
力
を
固

定
せ
ず
（
三
不
固
定
）
、
農
作
業
の
必
要
度
に
応
じ
て
組
織
す
る
方
式

に
進
ん
だ
。
こ
の
方
が
一
九
六
三
年
の
大
災
害
の
後
の
非
常
事
態
の

処
理
に
あ
た
っ
て
、
機
動
性
を
発
揮
し
、
ま
た
大
衆
の
も
つ
潜
在
能

力
を
十
分
に
引
出
し
、
生
産
任
務
を
選
成
す
る
の
に
役
立
つ
と
い
う

ね
ら
い
か
ら
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
成
功
を
基
礎
に
、
現
在
も
こ
の
方

式
が
継
続
さ
れ
、
大
塞
で
は
生
産
隊
で
は
な
く
、
大
隊
が
経
営
単
位

に
な
っ
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
こ
れ
が
最
終
で
最
高
の
方
式
だ
と
考
え

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

て
い
る
わ
け
で
は
な
い
と
思
う
の
で
あ
っ
て
、
今
後
の
四
化
特
に
電

化
と
機
械
化
の
進
展
に
伴
っ
て
、
よ
り
広
域
的
な
労
働
力
配
分
も
考

え
ら
れ
る
可
能
性
が
あ
る
が
、
個
別
経
営
（
単
干
風
）
や
戸
別
請
負

（
包
産
到
戸
）
な
ど
三
島
一
包
へ
の
逆
行
は
明
白
に
否
定
さ
れ
て
お

り
、
ま
た
事
実
、
集
団
化
の
中
で
生
産
力
上
昇
が
か
ち
と
ら
れ
て
来

た
の
だ
か
ら
今
後
も
集
圃
農
業
を
強
化
す
る
路
線
を
竪
持
し
つ
つ
、

新
た
な
前
進
方
向
が
模
索
さ
れ
る
こ
と
は
疑
な
い
。

　
こ
の
よ
う
な
集
団
作
業
の
中
で
生
産
意
欲
を
高
め
る
た
め
に
は
労

働
報
酬
の
公
平
な
算
定
が
必
要
で
あ
る
。
こ
と
に
社
会
主
義
の
段
階

に
お
い
て
分
配
は
人
民
の
必
要
に
応
じ
て
で
は
な
く
、
労
働
の
質
と

量
に
応
じ
て
行
な
わ
れ
る
。
そ
れ
だ
け
に
皆
が
納
得
で
き
る
分
配
制

度
の
確
立
が
必
要
と
な
る
。
と
言
っ
て
物
質
的
刺
激
を
第
一
と
す
る

経
済
主
義
的
分
配
原
則
に
な
り
下
っ
た
の
で
は
、
社
会
主
義
建
設
の

根
底
が
堀
り
崩
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
と
彼
等
は
考
え
て
い
る
。
こ
こ

に
政
治
を
優
先
さ
せ
た
、
し
か
も
大
衆
を
納
得
さ
せ
、
そ
の
積
極
性

を
十
分
に
発
揮
さ
せ
ら
れ
る
よ
う
な
管
理
制
度
の
確
立
が
重
大
な
問

題
と
な
っ
て
来
る
。

　
こ
の
面
で
も
大
塞
の
方
法
は
何
段
階
か
の
変
化
を
経
て
来
て
い
る
。

第
一
期
に
は
「
評
工
記
分
」
方
式
を
と
っ
た
。
こ
れ
は
毎
日
作
業
終

了
後
、
そ
の
日
の
作
業
状
況
に
も
と
づ
い
て
、
各
入
の
労
働
点
数

（
工
分
）
を
畑
で
大
衆
的
に
評
価
し
、
　
そ
の
結
果
を
台
帳
に
記
入
す

る
方
式
で
あ
る
が
、
作
業
を
早
鼠
に
切
り
上
げ
て
、
日
の
高
い
う
ち

か
ら
始
め
て
も
、
な
か
な
か
評
価
が
一
致
せ
ず
、
次
第
に
暗
く
な
っ

て
、
婦
人
や
老
人
は
先
に
帰
っ
て
し
ま
う
し
、
結
局
隊
長
ま
か
せ
に

な
り
、
結
局
基
準
賃
金
し
か
記
入
し
な
い
の
で
毎
日
の
仕
事
に
つ
い

て
も
十
分
に
大
衆
の
積
極
性
を
引
き
出
せ
な
い
欠
陥
が
あ
っ
た
。
そ

こ
で
一
九
五
六
年
高
級
合
作
社
が
成
立
し
て
以
后
は
「
定
額
管
理
、

按
勲
記
工
」
方
式
に
切
り
か
え
た
。
こ
れ
は
山
西
省
武
郷
県
審
上
溝
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③

合
作
社
の
定
額
管
理
の
経
験
に
学
ん
だ
も
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
各
種

農
作
業
ご
と
に
点
数
を
き
め
て
お
き
、
そ
れ
に
あ
て
は
め
よ
う
と
す

る
も
の
で
、
一
々
評
定
の
た
め
議
論
す
る
必
要
は
な
く
な
っ
た
。
だ

が
農
作
業
は
複
雑
だ
か
ら
、
作
業
項
目
は
一
計
○
に
も
達
し
た
上
に
、

耕
地
だ
け
を
と
り
あ
げ
て
み
て
も
山
頂
、
山
腹
、
谷
底
と
多
様
で
、

耕
地
の
大
小
、
遠
近
、
作
付
順
序
、
農
具
の
良
否
、
家
蓄
の
優
劣
、

土
質
の
硬
軟
、
測
深
な
ど
に
よ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
投
下
労
働
量
が
異
な

る
し
、
ま
た
気
象
の
変
化
に
よ
っ
て
た
ち
ま
ち
点
数
を
変
え
ね
ば
な

ら
ず
、
幹
部
は
計
算
に
追
わ
れ
て
、
生
産
労
働
に
参
加
す
る
時
間
を

奪
わ
れ
る
か
ら
、
労
働
参
加
を
通
じ
て
大
衆
と
接
触
し
、
意
志
を
疏

通
さ
せ
る
機
会
を
失
う
こ
と
に
な
っ
た
し
、
大
衆
の
中
に
は
定
額
を

完
成
し
な
い
と
罰
金
を
取
ら
れ
る
こ
と
を
恐
れ
て
積
極
的
に
仕
事
を

す
る
が
質
を
お
ろ
そ
か
に
す
る
も
の
や
、
質
よ
り
量
だ
と
ば
か
り
点

数
か
せ
ぎ
を
す
る
も
の
、
さ
ら
に
は
点
数
に
な
ら
な
い
仕
事
は
や
ら

な
い
も
の
が
現
わ
れ
、
質
を
無
視
し
て
点
数
か
せ
ぎ
を
す
る
ず
る
い

者
に
比
べ
て
真
面
目
な
人
間
の
点
数
が
低
い
と
云
う
欠
陥
を
生
じ
た
。

　
｛
九
六
〇
年
に
こ
の
よ
う
な
矛
盾
を
解
決
す
る
た
め
、
大
衆
討
議

を
行
な
っ
て
、
　
「
分
項
計
酬
」
方
式
に
改
め
た
。
こ
れ
は
作
業
の
質

と
量
が
簡
単
に
計
算
で
き
、
検
査
も
で
き
る
朋
料
や
穀
物
の
運
搬
な

ど
に
つ
い
て
は
定
額
制
で
ゆ
く
が
、
複
雑
な
作
業
に
つ
い
て
は
皆
で

労
働
の
質
も
量
も
最
高
な
人
を
標
兵
（
標
準
と
な
る
人
物
）
と
し
て
選

び
出
し
、
そ
の
人
の
～
天
分
の
作
業
を
労
働
点
数
で
表
現
し
た
後
、

各
人
に
標
兵
を
基
準
と
し
て
自
分
の
作
業
内
容
を
自
己
評
価
さ
せ
、

そ
れ
を
大
衆
討
議
に
か
け
て
評
定
す
る
と
云
う
や
り
方
で
あ
る
。
最

初
は
他
人
が
利
己
的
と
思
わ
な
い
だ
ろ
う
か
と
恐
れ
て
弱
な
目
に
自

己
評
価
す
る
も
の
や
、
逆
に
多
い
目
に
言
う
者
も
あ
っ
た
が
、
党
員

や
貧
下
中
農
に
対
し
て
教
育
し
て
ゆ
く
う
ち
に
、
次
第
に
合
理
的
に

な
っ
て
い
っ
た
。
・

　
折
し
も
起
っ
た
の
が
一
九
六
三
年
夏
の
大
災
害
で
あ
っ
た
。
社
員

た
ち
は
災
害
復
旧
に
立
ち
上
り
、
定
額
が
ど
れ
だ
け
に
き
ま
る
か
を

待
た
ず
に
、
男
女
老
幼
を
問
わ
ず
、
昼
も
夜
も
働
い
た
。
一
人
で
二
、

三
人
分
の
仕
事
を
す
る
も
の
、
一
日
に
四
、
五
種
類
の
農
作
業
を
す

る
も
の
も
現
わ
れ
、
全
員
が
で
き
る
こ
と
は
何
で
も
や
っ
て
の
け
た
。

仕
事
が
一
段
落
し
た
時
幹
部
は
労
働
点
数
を
ど
う
記
入
す
べ
き
か
に

は
た
と
困
り
、
大
衆
討
議
に
か
け
た
。
そ
の
過
程
で
労
働
報
酬
の
適

正
化
は
生
産
を
高
め
る
た
め
で
あ
り
、
生
産
性
向
上
に
は
量
だ
け
で

な
く
、
質
の
保
証
が
必
要
で
あ
る
こ
と
と
、
質
の
向
上
に
は
社
員
の

社
会
主
義
建
設
に
対
す
る
自
覚
が
先
決
問
題
で
あ
る
こ
と
が
明
確
に
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さ
れ
、
社
会
主
義
教
育
（
中
国
の
場
合
そ
れ
は
毛
沢
東
思
想
の
活
学
活
用

の
形
を
と
る
）
の
徹
底
こ
そ
問
題
を
と
く
鍵
で
あ
る
と
言
う
こ
と
が

認
識
さ
れ
た
。
そ
し
て
後
に
な
っ
て
で
は
あ
る
が
従
来
の
煩
鎖
な
管

理
方
式
が
本
質
的
に
は
や
は
り
ブ
ル
ジ
コ
ア
的
な
個
人
的
利
益
を
重

視
し
、
物
質
的
刺
激
に
た
よ
る
管
理
方
式
で
あ
り
、
幹
部
と
労
働
大

衆
を
引
き
は
な
し
、
社
会
主
義
的
集
団
化
の
道
か
ら
逸
脱
さ
せ
る
性

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

質
の
も
の
で
あ
る
こ
と
が
反
省
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
う
し
て
い

ろ
い
ろ
な
方
法
を
比
較
検
討
し
た
結
果
、
先
に
試
験
的
に
行
な
っ
て

い
た
標
兵
を
立
て
て
、
そ
れ
を
基
準
に
自
分
で
労
働
点
数
を
評
価
し
、

大
衆
的
に
そ
の
適
否
を
考
え
る
「
標
兵
工
分
、
自
報
公
議
」
方
式
が

比
較
的
簡
単
で
、
実
行
容
易
で
あ
る
と
言
う
こ
と
に
な
り
、
以
后
全

面
的
に
採
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
標
兵
は
最
高
の
労
働
点
数
を

も
ら
え
る
が
、
標
兵
に
は
労
働
の
質
と
量
の
ほ
か
集
団
労
働
の
中
で

の
態
度
も
勘
案
し
た
上
で
大
衆
的
に
え
ら
ば
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
、

相
互
援
助
、
相
互
学
習
と
言
っ
た
点
で
も
模
範
に
な
る
こ
と
が
必
要

で
あ
り
、
ま
た
皆
が
点
数
を
争
う
の
で
な
く
、
標
兵
に
な
る
こ
と
を

競
い
あ
う
た
め
、
生
産
意
慾
が
非
常
に
高
ま
っ
て
い
っ
た
。

　
最
初
は
毎
日
標
定
を
し
て
い
た
が
、
次
第
に
十
日
に
一
回
、
半
月

に
一
回
で
よ
く
な
り
、
現
在
は
月
に
一
回
程
度
の
評
定
を
行
な
っ
て

い
る
。
陳
永
貴
は
標
兵
野
分
、
自
報
公
議
の
長
所
と
し
て
次
の
五
つ

を
あ
げ
て
い
る
。
第
一
は
繁
雑
な
定
額
鯛
度
を
や
め
た
の
で
、
社
員

も
幹
部
も
時
間
的
余
裕
が
で
き
、
学
閣
や
物
を
考
え
る
時
間
が
で
き

た
こ
と
。
皆
「
降
兵
の
方
法
は
簡
便
で
、
働
い
た
だ
け
労
賃
が
も
ら

え
、
報
酬
も
公
平
だ
」
と
満
足
し
て
い
る
。
定
額
時
代
に
は
ノ
ル
マ

を
完
成
し
な
い
と
賃
金
を
差
引
か
れ
た
が
、
そ
れ
が
な
く
な
っ
た
の

で
あ
る
。
第
二
に
報
酬
の
格
差
が
縮
少
さ
れ
、
社
会
主
義
的
な
労
働

の
質
と
量
に
応
じ
た
分
配
が
よ
り
良
く
実
現
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

こ
と
。
第
三
に
次
第
に
利
己
主
義
が
改
め
ら
れ
、
共
産
主
義
的
思
想

が
確
立
さ
れ
は
じ
め
た
こ
と
。
評
兵
を
き
め
る
時
思
想
や
労
働
態
度

が
評
価
さ
れ
、
利
己
主
義
が
批
判
さ
れ
る
の
で
、
本
人
は
も
と
よ
り
、

大
衆
の
思
想
水
準
を
高
め
ら
れ
る
。
第
四
に
従
来
は
幹
部
が
大
衆
を

指
導
管
理
し
、
大
衆
は
指
導
、
管
理
を
受
け
る
だ
け
だ
っ
た
が
、
新

方
式
で
は
民
衆
が
民
主
的
に
討
論
し
て
自
主
的
検
査
を
や
る
か
ら
、

民
主
性
を
十
分
に
発
揮
で
き
、
少
数
の
幹
部
だ
け
で
す
ぐ
れ
た
管
理

が
行
な
え
、
民
衆
と
密
着
で
き
る
し
、
幹
部
に
対
す
る
民
衆
の
監
督

も
ゆ
き
と
ど
く
よ
う
に
な
る
こ
と
。
第
五
に
、
今
ま
で
幹
部
は
事
後

検
査
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
が
、
そ
の
必
要
が
な
く
な
っ
た

こ
と
で
あ
る
。
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①
欄
本
章
の
主
要
参
考
文
献
。

　
　
A
　
『
大
二
二
旗
瓢
』
四
四
一
五
二
頁
。

　
　
B
　
「
突
出
政
治
的
生
動
一
二
、
陳
永
貴
談
大
纂
大
隊
在
労
動
管
理
中
堅
持
社

　
　
会
主
義
方
向
的
経
験
」
、
『
人
民
日
報
』
一
九
六
六
年
三
月
二
二
日
。

　
　
労
働
管
理
方
法
に
つ
い
て
は
主
と
し
て
A
に
、
労
働
点
数
決
定
方
法
に
つ
い
て

　
　
は
主
と
し
て
B
に
よ
っ
た
。

　
②
　
水
利
化
、
化
学
化
、
機
械
化
、
電
化
。

　
③
二
箇
合
作
社
実
行
定
額
管
理
的
経
験
」
、
『
中
国
農
村
皇
軍
会
憲
義
高
潮
』
（
中

　
　
共
中
央
弁
公
庁
編
、
…
九
五
六
年
刊
）
、
所
収
。

　
④
「
狼
抵
階
級
闘
争
、
在
社
会
主
義
道
路
上
闊
歩
前
進
！
」
、
『
碧
玉
日
報
』
一
九

　
　
六
八
年
八
月
二
六
B
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

　
　
　
　
穴
、
幹
部
の
労
働
参
加

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

　
人
民
B
報
は
一
九
六
三
年
六
月
二
日
の
社
論
で
、
　
「
幹
部
が
労
働

に
参
加
す
る
こ
と
は
偉
大
な
革
命
的
意
義
を
も
ち
、
党
の
根
本
に
か

か
わ
る
政
策
で
あ
っ
て
、
我
々
が
階
級
闘
争
、
生
産
闘
争
、
科
学
実

験
の
三
大
革
命
運
動
を
行
っ
て
ゆ
く
上
で
勝
利
を
か
ち
と
る
た
め
の

重
要
な
保
証
で
あ
り
」
、
「
集
団
的
生
産
労
働
に
参
加
し
て
労
働
大
衆

と
一
つ
に
な
る
こ
と
は
、
民
主
的
に
人
民
公
社
を
運
営
し
、
勤
勉
節

約
し
て
公
社
を
運
営
す
る
た
め
の
根
本
原
翔
で
あ
っ
て
、
集
団
経
済

を
輩
固
な
ら
し
め
る
重
要
措
置
で
あ
る
」
と
述
べ
、
陳
永
貴
を
典
型

と
し
て
紹
介
し
た
の
だ
が
、
そ
れ
は
大
仁
の
全
幹
部
に
あ
て
は
ま
る

こ
と
で
あ
る
。
生
産
大
隊
長
の
質
承
譲
は
毎
年
無
二
〇
労
働
日
を
下

っ
た
こ
と
な
く
、
第
一
生
産
隊
長
の
梁
変
生
も
毎
年
三
五
〇
労
働
日

を
越
え
て
い
る
。
全
国
か
ら
連
日
の
よ
う
に
殺
到
す
る
参
観
者
の
接

待
で
多
忙
な
陳
永
貴
は
省
・
県
に
行
く
日
も
多
い
が
、
二
六
八
日
は

労
働
し
て
い
る
。

　
ま
た
幹
部
は
常
に
先
頭
に
立
っ
て
い
る
。
　
一
九
六
三
年
災
害
で
は

幹
部
は
七
昼
夜
一
睡
も
せ
ず
、
身
の
危
険
を
顧
み
ず
、
ま
た
病
気
を

押
し
て
、
最
も
困
難
な
仕
事
の
先
頭
に
立
っ
た
。
彼
等
は
ま
た
生
産

技
術
の
上
で
も
模
範
的
な
人
物
で
あ
り
、
し
か
も
謙
虚
で
あ
る
。
質

承
譲
は
解
放
前
は
日
雇
生
活
一
五
年
、
教
育
も
満
足
に
受
け
ら
れ
な

か
っ
た
が
、
合
作
社
成
立
当
時
、
会
計
係
の
重
任
を
果
し
、
農
業
面

で
も
自
学
自
習
し
て
人
に
「
作
物
通
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

人
で
あ
る
。
大
饗
の
家
屋
や
堰
堤
に
使
う
石
材
を
ほ
と
ん
ど
一
人
で

　
　
　
　
　
　
　
③

切
り
出
し
た
費
進
財
も
一
一
歳
か
ら
地
主
の
年
雇
と
し
て
二
五
年
間

も
虐
げ
ら
れ
た
経
歴
を
も
つ
が
、
土
地
改
革
当
時
か
ら
党
員
と
し
て

大
衆
を
指
導
し
、
党
支
部
書
記
と
な
っ
た
。
し
か
し
彼
は
土
地
改
革

運
動
の
中
で
、
陳
永
貴
が
階
級
観
念
の
明
確
な
、
信
用
の
お
け
る
人
物

で
、
何
で
も
や
れ
る
能
力
の
持
主
で
あ
る
こ
と
を
見
出
し
て
い
た
の

で
、
合
作
社
が
成
立
す
る
と
、
隠
男
を
書
記
に
推
し
、
自
分
は
進
ん
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で
副
書
記
と
な
り
、
さ
ら
に
そ
れ
も
若
者
に
ゆ
ず
っ
て
、
家
蜜
飼
育

係
を
志
願
し
、
最
も
臼
立
た
な
い
職
場
で
、
繁
雑
な
仕
事
を
黙
々
と

や
っ
て
い
る
。
　
「
破
私
立
公
」
の
典
型
と
よ
ん
で
よ
い
人
物
だ
ろ
う
。

陳
永
仁
は
二
九
〇
〇
枚
の
畑
の
一
枚
↓
枚
の
具
体
的
情
況
が
頭
に
入

っ
て
い
る
人
と
し
て
知
ら
れ
る
が
、
同
時
に
科
学
実
験
の
推
進
者
で

あ
り
、
す
で
に
三
〇
を
こ
え
る
技
術
改
良
と
二
〇
を
こ
え
る
新
技
術

の
普
及
を
行
な
っ
て
い
る
。
ま
た
大
衆
の
智
恵
を
生
か
す
こ
と
に
も

熱
心
で
あ
る
。

　
大
塞
の
幹
部
は
生
産
点
を
離
れ
な
い
上
に
、
貧
下
中
農
と
固
く
団

結
し
て
い
る
か
ら
村
内
の
動
き
は
手
に
と
る
よ
う
に
わ
か
る
。
地

主
・
富
農
の
ひ
そ
か
な
煽
動
も
す
ぐ
報
告
が
あ
る
。
富
農
の
妻
が
一

九
六
三
年
の
災
害
に
遭
っ
て
以
后
、
「
何
で
こ
ん
な
に
働
か
な
く
て

は
な
ら
な
い
の
。
働
い
た
っ
て
希
望
な
ん
て
あ
り
ゃ
し
な
い
じ
ゃ
な

い
の
」
と
不
満
を
ぶ
ち
ま
け
、
別
の
富
農
の
息
子
は
自
分
で
肥
料
運

搬
を
な
ま
け
た
だ
け
で
な
く
、
質
入
の
社
員
を
煽
動
し
て
さ
ぼ
ら
せ

た
。
そ
の
晩
党
支
部
は
画
帳
中
農
を
召
集
し
て
「
擦
亮
逼
迫
会
」
を

開
い
て
、
皆
に
富
農
の
行
動
を
研
究
さ
せ
た
。
社
員
た
ち
は
「
階
級

の
敵
が
こ
の
困
難
を
利
用
し
て
煽
動
し
、
火
を
つ
け
よ
う
と
し
た
の

だ
」
と
真
相
を
見
抜
い
た
。

　
大
鎧
は
見
学
老
も
多
い
が
、
幹
部
は
昼
休
み
や
夕
方
参
観
老
を
接

待
し
、
労
働
時
間
に
は
食
い
込
ま
さ
な
い
。
準
乾
燥
地
帯
で
あ
る
だ

け
に
，
雨
を
無
駄
に
流
し
て
は
な
ら
な
い
が
、
雨
天
に
は
幹
部
は
ふ

だ
ん
よ
り
早
起
き
し
て
，
家
族
を
ひ
き
つ
れ
て
谷
間
の
堰
堤
に
出
か

け
る
。
よ
そ
の
村
の
人
が
牛
国
棟
と
云
う
社
員
に
「
雨
の
日
ま
で
働

く
の
か
」
と
た
ず
ね
た
。
彼
は
「
う
ち
の
幹
部
は
皆
よ
ろ
こ
ん
で
働

い
て
い
る
。
嘉
永
貴
な
ど
泥
人
形
み
た
い
だ
。
幹
部
が
働
い
て
い
る

の
に
怠
け
て
い
て
は
申
し
わ
け
な
い
」
と
答
え
た
と
云
う
。
し
か
も

こ
こ
十
数
年
生
産
大
隊
事
務
室
に
は
新
ら
し
い
家
具
や
調
度
は
買
っ

て
な
い
。
ま
た
幹
部
だ
か
ら
と
云
っ
て
、
労
働
点
数
を
一
寸
で
も
増

す
こ
と
も
勿
論
や
っ
て
い
な
い
。
会
議
は
主
に
晩
に
や
り
、
能
率
的

に
回
数
を
減
じ
、
社
員
に
対
す
る
作
業
割
当
、
教
育
宣
伝
、
表
彰
や

批
判
は
晴
天
に
は
必
ら
ず
毎
日
早
朝
に
飯
場
と
呼
ば
れ
る
村
の
広
場

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

に
茶
碗
を
片
手
に
集
っ
た
全
社
員
と
共
に
行
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う

な
幹
部
た
ち
の
私
心
を
捨
て
、
常
に
先
頭
に
立
っ
て
難
問
題
と
取
組

み
、
全
力
を
あ
げ
て
人
民
に
服
務
す
る
作
風
が
、
こ
の
村
の
革
命
的

志
気
を
高
め
る
根
底
に
あ
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

①

本
章
の
主
要
参
考
文
献
。

A
　
『
大
纂
紅
旗
澗
』
五
二
一
一
〇
四
頁
。

84　（878）



纂（河野）大

②
　
　
「
幹
部
参
加
労
働
的
偉
大
革
命
意
義
」
　
『
人
斑
日
報
』
社
論
、
一
九
六
三
年
六

　
月
二
日
。
　
（
～
九
六
董
年
版
『
人
民
手
口
』
所
収
）

③
　
　
「
大
纂
の
老
石
工
費
進
才
さ
ん
」
（
『
人
民
中
国
U
一
九
六
．
五
年
一
月
号
）
に
か

　
な
り
詳
し
い
紹
介
が
あ
る
。

④
　
飯
場
会
と
呼
ぶ
。
こ
の
飯
場
に
な
っ
て
い
る
広
場
に
柳
の
大
木
が
あ
る
が
、
解

　
放
前
は
「
苦
人
樹
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
。
地
主
が
貧
乏
人
を
拷
問
す
る
場
所
が
あ

　
つ
た
か
ら
で
、
地
主
の
た
め
柳
に
半
日
以
上
昂
り
下
げ
ら
れ
て
、
殺
さ
れ
た
女
の

　
人
も
あ
っ
た
。
解
放
後
土
地
改
輩
の
た
め
の
大
衆
集
会
、
合
作
社
の
結
戒
大
会
も

　
こ
の
梛
の
下
で
開
か
れ
た
。
階
級
教
育
に
は
も
っ
て
こ
い
の
場
所
で
あ
る
。

七
、
二
つ
の
路
線
の
た
た
か
い

　
七
人
の
幹
部
を
先
頭
と
す
る
大
野
の
貧
下
中
農
は
自
力
更
生
の
精

神
で
自
然
と
戦
い
な
が
ら
、
新
し
い
農
村
を
建
設
す
る
と
共
に
社
会

主
義
的
思
想
水
準
を
高
め
て
い
っ
た
が
、
そ
れ
は
同
時
に
プ
ロ
レ
タ

リ
ア
ー
ト
と
し
て
の
連
帯
精
神
を
高
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。
一
九
六

三
年
の
大
災
害
の
際
に
も
、
国
家
か
ら
救
援
物
資
や
復
興
資
金
に
つ

　
①

い
て
解
放
前
に
は
全
く
考
え
ら
れ
な
か
っ
た
手
厚
い
配
慮
を
受
け
た

こ
と
に
感
激
は
し
た
け
れ
ど
も
、
そ
れ
ら
の
も
の
は
す
べ
て
自
分
た

、
ち
よ
り
も
も
っ
と
激
甚
な
被
害
を
被
っ
た
村
た
（
大
塞
人
民
公
社
に
も

二
個
大
隊
あ
っ
た
）
に
贈
っ
て
ほ
し
い
と
言
っ
て
辞
退
し
、
敢
て
自
力

　
　
　
　
　
　
　
　
②

復
興
の
道
を
え
ら
び
、
わ
ず
か
二
年
で
、
従
来
よ
り
居
住
条
件
の
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

る
か
に
す
ぐ
れ
た
家
屋
を
新
築
し
、
耕
地
も
す
っ
か
り
復
興
さ
せ
た
。

　
大
病
で
は
被
災
後
大
衆
討
論
を
重
ね
、
自
力
更
生
の
精
神
で
災
害

に
う
ち
勝
つ
こ
と
は
次
の
一
〇
点
で
有
利
で
あ
る
と
総
括
し
て
、
自

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

力
復
興
に
乗
り
出
し
た
の
だ
と
陳
膿
漏
は
述
べ
て
い
る
。
そ
の
要
旨

は
、1

。
社
会
4
。
一
義
建
設
に
有
利
。
中
国
人
民
が
依
拠
す
べ
き
も
の
は
一

に
も
二
に
も
社
会
主
義
で
あ
っ
て
、
国
家
に
救
災
費
を
要
求
す
る
と
、

そ
れ
だ
け
社
会
主
義
建
設
の
時
期
を
遅
ら
せ
、
資
金
を
奪
う
こ
と
に

な
る
。
自
分
で
で
き
る
こ
と
で
国
に
金
を
ね
だ
っ
て
は
い
け
な
い
。

2
．
集
団
に
対
し
て
有
利
。
多
年
の
経
験
の
示
す
よ
う
に
大
領
は
集

団
の
力
で
増
産
し
、
供
出
量
も
大
隊
の
貯
備
食
糧
も
農
家
保
有
米
も

増
加
し
た
。
自
力
更
生
で
困
難
を
克
服
す
れ
ば
、
更
に
集
団
経
済
の

威
力
を
明
示
で
き
る
。

3
．
個
人
に
有
利
。
人
に
頼
る
依
頼
心
を
捨
て
、
勤
勉
節
約
し
て
労

働
に
は
げ
む
よ
う
に
な
る
。

4
．
階
級
闘
争
に
有
利
。
自
力
更
生
の
精
神
を
貫
い
て
こ
そ
、
人
民

の
志
気
を
高
め
、
地
主
、
富
農
の
威
風
を
失
な
わ
せ
る
こ
と
が
で
き

る
。5

．
幹
部
に
対
し
て
有
利
。
自
力
更
生
な
ら
、
上
級
機
関
ま
か
せ
に
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で
き
な
い
か
ら
、
幹
部
が
自
主
的
に
対
策
を
考
え
、
積
極
的
に
取
組

む
よ
う
に
な
る
。

　
　
　
　
　
　
⑤

、
6
．
　
「
歌
学
避
鵜
」
に
有
利
。
大
里
が
自
力
更
生
し
て
は
じ
め
て
、

他
村
も
自
分
た
ち
も
や
れ
ば
で
き
る
の
だ
と
考
え
る
。

7
．
先
進
単
位
の
旗
を
引
続
き
掲
げ
る
の
に
有
利
。
国
に
頼
っ
て
は
、

他
単
位
は
自
分
の
村
が
お
く
れ
て
い
る
の
は
国
の
資
金
援
助
が
な
い

か
ら
だ
と
言
う
だ
ろ
う
。

8
．
生
産
発
展
に
有
利
。
自
力
更
生
で
困
難
を
克
服
す
れ
ば
、
社
員

は
振
い
立
ち
、
集
団
経
済
を
大
切
に
し
ょ
う
と
す
る
。

9
．
里
民
公
社
に
最
も
有
利
。
大
壁
公
社
の
二
三
生
産
大
隊
の
ち
二

大
隊
は
三
年
連
続
の
災
害
で
困
窮
も
甚
だ
し
い
。
こ
れ
ら
の
大
隊
を

救
援
し
て
こ
そ
、
人
々
の
公
社
支
持
を
更
に
強
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

1
0
．
団
結
に
有
利
。
大
塞
で
は
八
○
戸
中
七
八
戸
の
住
居
が
破
壊
さ

れ
た
が
、
国
の
復
興
資
金
に
は
限
度
が
あ
り
、
全
戸
に
行
渡
ら
な
い
。

も
ら
っ
た
も
の
と
も
ら
わ
な
い
も
の
が
あ
る
と
団
結
を
阻
害
す
る
か

ら
、
む
し
ろ
、
自
力
更
生
の
精
神
で
共
同
で
困
難
に
打
勝
っ
た
方
が

よ
い
。

　
以
上
の
十
条
の
中
に
は
若
干
理
解
し
が
た
い
部
分
も
あ
る
が
、
大

要
人
が
、
大
雪
だ
け
の
発
展
を
考
え
て
い
る
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ

常
に
全
体
を
見
わ
た
し
乍
ら
、
総
体
と
し
て
の
社
会
主
義
発
展
を
考

え
て
い
る
こ
と
は
十
分
に
読
み
と
れ
る
。
そ
こ
か
ら
大
忌
に
追
い
つ

こ
う
と
す
る
村
に
対
す
る
無
私
の
支
援
と
全
国
の
す
ぐ
れ
た
事
例
に

対
す
る
謙
虚
な
学
習
と
が
生
れ
て
来
て
い
る
。
後
者
は
一
九
六
五
年

に
出
さ
れ
た
「
全
国
学
大
黒
、
大
胆
学
全
国
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
み

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

ら
れ
る
も
の
で
、
河
南
省
林
県
、
山
東
省
黄
県
下
丁
家
大
隊
な
ど
に

出
向
い
て
、
そ
の
先
進
的
経
験
を
学
び
と
っ
て
来
て
い
る
。
大
塞
が

不
得
手
だ
っ
た
植
林
や
果
樹
作
や
畜
産
或
は
用
水
路
建
設
な
ど
は
こ

れ
ら
の
学
習
に
よ
る
所
が
大
き
い
よ
う
で
あ
る
。
彼
等
自
身
は
「
わ

れ
わ
れ
の
林
業
は
昔
陽
黒
白
立
撃
に
及
ば
ず
、
畜
産
は
析
県
の
白
々

溝
に
及
ば
ず
、
多
角
経
営
は
賢
愚
県
の
西
溝
な
ど
に
及
ば
ず
、
毛
主

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

席
著
作
学
習
は
絡
県
の
南
柳
に
及
ば
な
い
」
と
反
省
し
、
現
状
に
自

己
満
足
し
な
い
で
、
先
進
地
に
追
い
つ
こ
う
と
し
て
い
る
。

　
後
進
単
位
に
対
す
る
支
援
の
例
と
し
て
は
、
虎
頭
山
を
へ
だ
て
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

隣
接
す
る
井
溝
大
隊
の
場
合
が
あ
げ
ら
れ
よ
う
。
一
九
五
九
年
井
溝

大
隊
は
大
塞
大
隊
に
追
い
つ
く
決
意
を
固
め
た
が
、
大
渓
は
自
然
改

造
の
す
べ
て
に
つ
い
て
教
え
た
だ
け
で
な
く
、
あ
ら
ゆ
る
面
で
物
質

的
に
も
精
神
的
に
も
支
援
を
怠
ら
ず
、
時
に
は
決
し
て
余
っ
て
は
い

な
い
化
学
肥
料
を
譲
っ
て
井
溝
が
適
期
に
施
肥
で
き
る
よ
う
に
し
た
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ご
と
も
あ
っ
た
。
こ
う
し
て
井
溝
は
一
九
五
九
年
の
一
膝
当
り
収
量

二
七
九
斤
か
ら
、
、
六
〇
年
に
は
四
〇
〇
斤
、
六
二
年
に
は
五
〇
五
斤

に
増
大
し
、
鼻
塞
と
共
に
「
山
西
省
特
等
農
業
先
進
単
位
」
と
し
て

表
彰
を
う
け
る
に
至
り
、
六
三
年
災
害
も
大
面
に
な
ら
っ
て
、
自
力

で
立
派
に
復
旧
を
な
し
と
げ
た
。
比
学
経
界
運
動
の
模
範
例
の
一
つ

と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

　
だ
が
毛
沢
東
思
想
に
立
脚
し
て
、
忠
実
に
毛
沢
東
路
線
を
歩
ん
で

き
た
は
ボ
の
重
心
に
対
し
て
た
び
た
び
は
げ
し
い
攻
撃
が
行
な
わ
れ
、

短
期
間
な
が
ら
大
鷺
党
支
部
の
指
導
管
理
権
が
奪
わ
れ
た
時
期
さ
え

あ
っ
た
こ
と
が
最
近
明
ら
か
に
な
っ
て
来
た
。
以
下
主
と
し
て
人
民

日
報
の
記
事
に
も
と
づ
い
て
、
こ
の
問
題
を
さ
ぐ
っ
て
み
よ
う
。

　
一
九
五
一
、
二
年
に
初
級
合
作
社
の
結
成
を
要
請
し
た
時
も
上
か

ら
の
妨
害
が
あ
っ
た
こ
と
は
先
に
述
べ
た
。
一
九
五
七
年
は
百
花
斉

放
の
風
潮
に
乗
じ
て
、
右
派
分
子
が
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
観
点
か
ら
す
る

党
攻
撃
を
ま
き
お
こ
し
、
反
右
派
闘
争
の
行
な
わ
れ
た
年
で
あ
る
が
、

こ
の
時
大
弐
お
よ
び
そ
の
周
辺
の
地
幅
反
壊
分
子
も
右
派
分
子
に
な

ら
っ
て
大
量
に
攻
撃
を
加
え
、
は
げ
し
い
思
想
闘
争
が
行
な
わ
れ
た

　
　
⑩

と
言
う
。
大
塞
は
ち
ょ
う
ど
狼
窩
掌
に
挑
ん
で
、
二
度
目
の
失
敗
を

喫
し
た
年
で
、
最
大
の
苦
境
に
立
っ
て
い
た
時
の
こ
と
で
あ
る
。
恐

ら
く
こ
の
時
の
地
主
・
富
農
に
よ
る
流
言
賢
立
や
あ
く
ど
い
攻
撃
を

指
す
の
で
あ
ろ
う
が
、
貧
下
中
農
は
堅
く
団
結
し
て
こ
の
難
局
を
乗

り
切
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
う
し
て
一
九
五
九
年
に
は
昔
倉
卒
の
労

働
模
範
大
会
で
一
本
の
大
き
な
紅
旗
と
一
頭
の
牛
を
賞
品
と
し
て
与

　
　
⑪

え
ら
れ
、
ま
た
五
九
年
一
〇
月
球
一
類
党
委
員
会
は
大
塞
模
範
事
跡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

展
覧
会
を
胴
い
て
幹
部
を
教
育
し
、
そ
の
名
声
は
次
第
に
山
西
省
内

に
知
れ
わ
た
っ
て
い
っ
た
。
と
こ
ろ
が
一
九
六
一
年
重
陽
県
に
赴
任

し
た
新
ら
し
い
第
一
書
記
は
、
着
任
七
β
目
に
さ
っ
そ
く
十
数
人
の

部
下
を
連
れ
て
大
鑑
に
現
わ
れ
、
耕
地
面
積
、
収
穫
量
、
供
出
量
の
検

　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

査
を
行
な
っ
た
と
言
う
。
当
時
山
西
省
の
当
権
派
は
さ
ま
ざ
ま
な
手

段
を
講
じ
て
、
大
丸
の
名
声
を
傷
つ
け
よ
う
と
し
て
い
た
と
陳
鰭
骨

は
主
張
し
て
い
る
が
、
彼
に
よ
る
と
こ
れ
も
そ
の
一
つ
の
現
わ
れ
で

あ
っ
た
が
、
収
穫
量
、
供
出
量
に
は
い
さ
さ
か
も
問
違
い
は
な
か
っ

た
。
当
時
は
開
墾
を
し
た
結
果
増
加
し
た
面
積
に
つ
い
て
は
上
級
機

関
に
報
告
し
な
く
て
も
よ
い
規
定
に
な
っ
て
い
た
し
、
大
塞
で
は
開

墾
面
積
三
〇
畝
に
対
し
て
、
畑
に
植
林
し
た
面
積
が
三
〇
畝
あ
り
、
耕

地
面
積
に
変
化
は
な
か
っ
た
に
も
拘
ら
ず
、
こ
の
第
一
書
記
は
大
塞

の
幹
部
の
説
明
を
頭
か
ら
信
用
せ
ず
、
大
塞
は
耕
地
面
積
を
不
正
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

報
告
し
て
い
た
と
悪
宣
伝
を
行
う
と
共
に
一
九
六
〇
年
の
一
敵
当
り
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収
量
を
実
際
よ
り
四
〇
斤
低
く
し
、
供
出
量
も
二
万
斤
少
な
く
申
皆

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

し
直
せ
と
事
実
に
反
し
た
報
告
を
強
要
し
た
と
言
う
。
一
九
六
〇
年

は
山
西
省
は
史
上
ま
れ
に
見
る
大
旱
越
の
年
で
あ
っ
た
が
、
大
塞
は

自
然
改
造
の
お
か
げ
で
、
今
ま
で
に
な
い
豊
作
を
記
録
し
、
各
農
家
の

保
有
米
も
ゆ
た
か
に
な
っ
た
。
供
出
星
も
国
か
ら
の
割
当
は
当
時
八

万
斤
に
す
ぎ
な
か
っ
た
が
、
一
九
五
九
年
に
は
一
九
万
斤
を
、
そ
し
て

一
九
六
〇
年
に
は
一
躍
二
四
万
斤
を
供
癬
し
、
人
民
公
社
の
優
れ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

い
る
こ
と
を
実
証
し
て
み
せ
た
。
ま
た
当
時
一
部
の
投
機
的
分
子
は

折
か
ら
の
早
藤
に
乗
じ
て
家
畜
飼
料
の
粟
稗
の
闊
値
を
一
斤
二
角
又

は
三
角
に
引
上
げ
て
、
大
も
う
け
を
た
く
ら
ん
だ
が
、
大
纂
は
逆
に
一

斤
五
分
の
低
価
格
で
兄
弟
生
産
大
隊
に
売
っ
て
、
閣
行
管
を
防
止
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

社
会
主
義
と
資
本
主
義
の
違
い
を
全
県
大
衆
に
は
っ
き
り
と
示
し
た
。

こ
の
よ
う
な
社
会
主
義
的
集
団
経
済
の
優
越
性
と
人
民
公
社
化
の
成

果
を
鮮
明
に
示
し
た
大
熱
の
行
動
は
、
当
時
三
面
紅
旗
に
反
対
し
、

「
三
白
一
包
一
、
「
単
干
風
」
な
ど
の
「
修
正
主
義
」
路
線
を
推
進
し

て
い
た
と
言
わ
れ
る
轟
権
派
に
と
っ
て
は
重
大
な
脅
威
で
あ
り
、
そ

れ
が
県
第
一
書
記
に
よ
る
塁
塞
攻
撃
と
な
っ
た
も
の
だ
と
陳
永
貴
は

　
　
　
　
⑱

の
べ
て
い
る
。
だ
が
妾
権
派
は
こ
れ
く
ら
い
で
あ
き
ら
め
た
の
で
は

な
か
っ
た
。

　
一
九
六
四
年
冬
、
彼
等
は
ま
た
も
四
清
運
動
の
機
会
を
利
用
し
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

大
幕
に
対
し
計
画
的
、
組
織
的
な
攻
撃
を
か
け
た
と
さ
れ
る
。
も
と

も
と
四
清
運
動
と
は
河
北
省
保
定
市
付
近
の
農
村
人
民
公
社
大
衆
の

「
帳
簿
を
あ
き
ら
か
に
し
、
倉
庫
を
あ
き
ら
か
に
し
、
財
産
物
資
を

あ
き
ら
か
に
し
、
労
働
点
数
を
あ
き
ら
か
に
す
る
」
要
求
か
ら
生
れ

　
　
　
⑳

た
も
の
で
、
毛
沢
東
主
席
が
こ
れ
を
と
り
あ
げ
て
四
清
運
動
と
名
づ

け
、
農
村
の
社
会
主
義
教
育
運
動
に
発
展
さ
せ
た
も
の
で
あ
る
。
一

九
六
三
年
五
月
の
「
当
面
し
て
い
る
農
村
工
作
の
な
か
の
若
干
の
問

題
に
つ
い
て
の
中
共
中
央
の
決
定
」
（
前
一
〇
条
）
の
第
八
条
で
は
、

四
清
運
動
と
は
大
衆
を
思
い
切
っ
て
立
ち
上
ら
せ
て
幹
部
を
批
判
さ

せ
、
幹
部
に
そ
の
過
ち
を
改
め
さ
せ
、
九
五
％
以
上
の
大
衆
、
九
五
％

以
上
の
幹
部
を
國
結
さ
せ
て
、
資
本
主
義
勢
力
の
攻
撃
に
打
撃
を
与

え
、
そ
れ
を
粉
砕
す
る
社
会
主
義
革
命
闘
争
と
規
定
さ
れ
て
お
り
、
一

九
六
五
年
一
月
の
「
農
村
の
社
会
主
義
的
教
育
運
動
の
な
か
で
当
面

提
起
さ
れ
て
い
る
若
干
の
問
題
」
（
二
三
力
闘
）
で
は
四
清
運
動
は
農

村
と
都
市
に
お
い
て
政
治
・
経
済
・
思
想
・
組
織
を
清
め
る
運
動
へ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

発
展
・
拡
大
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
つ
ま
り
四
品
運
動
と
は
、

資
本
主
義
か
ら
共
産
主
義
へ
移
行
す
る
歴
史
約
時
期
の
全
過
程
を
通

じ
て
、
階
級
と
階
級
闘
争
が
存
在
す
る
と
言
う
観
点
に
立
っ
て
、
資
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本
主
義
勢
力
と
封
建
勢
力
の
気
狂
い
じ
み
た
攻
撃
を
打
ち
破
り
、
社

　
　
会
主
義
陣
地
と
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
独
裁
と
を
強
化
し
、
修
正
主
義
の
発

　
　
生
す
る
社
会
的
基
礎
を
根
こ
そ
ぎ
に
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
、
そ
の

　
　
運
動
の
重
点
は
「
党
内
で
資
本
主
義
の
道
を
歩
む
」
ひ
と
に
ぎ
り
の
当

　
　
権
派
を
一
掃
し
、
社
会
主
義
の
陣
地
を
強
化
発
展
さ
せ
る
こ
と
に
あ

　
・
る
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
四
身
運
動
を
指
導
援
助
す
る
た
め
工
作

　
　
隊
が
派
遣
さ
れ
た
。
と
こ
ろ
が
一
部
の
工
作
隊
は
秘
密
の
う
ち
に
村

　
　
に
入
り
、
垂
下
中
農
大
衆
に
依
拠
す
る
こ
と
な
く
特
定
の
、
ご
く
少

　
　
数
の
人
物
を
腹
心
に
し
て
運
動
を
進
め
、
大
多
数
の
幹
部
を
四
不
清

　
　
で
あ
る
と
し
て
、
こ
れ
に
攻
撃
を
与
え
、
里
下
中
農
大
衆
を
立
上
ら

　
　
せ
る
ど
こ
ろ
か
、
こ
れ
を
抑
圧
す
る
と
云
っ
た
行
動
に
出
た
と
言
う
。

　
　
　
当
時
一
部
の
国
家
指
導
者
が
四
清
運
動
の
模
範
と
し
て
全
国
に
寛

　
　
焦
し
た
、
河
北
省
撫
寧
県
聖
王
庄
人
民
民
公
社
桃
園
生
産
大
隊
に
一

　
　
九
六
三
年
一
一
月
か
ら
｛
九
六
四
年
四
月
ま
で
派
遣
さ
れ
た
、
卑
小

　
　
奇
夫
人
王
光
美
を
指
揮
者
と
す
る
四
清
工
作
隊
の
行
動
が
実
は
こ
の

勤
　
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
と
言
う
調
査
報
告
が
一
九
六
七
年
九
月
半
人

繍
昏
報
に
嚢
・
ゆ
同
封
の
轟
轟
の
社
説
で
は
・
れ
を
桃

　
　
園
を
毛
主
席
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
…
ト
階
級
革
命
路
線
に
反
対
し
、
形

大
　
は
「
左
」
で
実
は
右
の
ブ
ル
ジ
ョ
ア
反
動
路
線
を
推
進
す
る
黒
い
試
験

場
に
し
た
も
の
で
、
資
本
主
義
復
活
を
目
ざ
し
た
、
計
画
的
、
組
織

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

的
大
陰
謀
で
あ
っ
た
と
鋭
く
攻
撃
し
て
い
る
。
こ
の
調
査
に
よ
る
と
、

王
光
美
は
変
名
で
秘
密
に
こ
の
村
に
贈
点
し
、
か
ね
て
か
ら
早
生
奇

に
取
入
っ
て
い
た
悪
質
分
子
（
賭
博
、
横
流
し
の
常
習
犯
）
や
、
詐
軍

師
を
腹
心
に
活
動
を
進
め
て
、
こ
れ
ら
を
大
衆
の
反
対
を
押
し
き
っ

て
村
の
幹
部
に
登
用
す
る
と
共
に
、
多
数
の
も
と
か
ら
の
良
心
的
な

幹
部
の
些
細
な
過
誤
を
き
び
し
く
摘
発
し
、
無
実
の
罪
を
き
せ
、
党

籍
を
剥
奪
し
た
ほ
か
、
こ
れ
に
批
判
的
な
社
員
に
も
迫
害
を
加
え
た

と
言
わ
れ
る
。
そ
し
て
毛
主
席
の
推
す
大
塞
に
対
抗
し
て
、
桃
園
を

模
範
的
農
村
に
す
る
た
め
、
大
量
の
国
費
を
投
じ
て
玉
除
設
備
や
道

路
を
建
設
し
、
ま
た
周
辺
の
公
社
を
犠
牲
に
し
て
、
桃
園
だ
け
に
多

量
の
化
学
肥
料
を
供
給
さ
せ
、
公
社
所
有
の
大
型
農
具
も
優
先
使
用

さ
せ
る
と
言
っ
た
経
済
主
義
的
振
興
策
を
強
行
し
た
が
、
結
果
的
に

は
す
べ
て
を
国
に
た
よ
る
風
潮
が
生
れ
、
生
産
は
却
っ
て
不
安
定
に

な
り
、
収
量
も
減
少
し
て
、
か
つ
て
は
超
過
供
出
し
て
い
た
桃
園
は

保
有
米
も
不
足
す
る
よ
う
に
な
り
、
多
額
の
借
入
資
金
の
返
済
に
も

窮
し
て
、
更
に
国
か
ら
の
援
助
を
受
け
ね
ば
な
ら
ぬ
悲
惨
な
状
態
に

　
　
　
　
　
欝

陥
っ
た
と
言
う
。
最
近
の
報
道
に
よ
る
と
、
文
化
大
革
命
の
過
程
で

復
権
し
た
良
心
的
幹
部
の
指
導
の
下
に
貧
下
中
農
が
団
結
し
て
努
力
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し
た
結
果
、
一
九
六
七
年
に
は
食
糧
生
産
量
も
増
加
し
、
超
過
供
出

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

が
で
き
る
ほ
ど
生
産
も
圓
復
し
た
と
さ
れ
る
。

　
一
九
六
四
年
冬
ニ
ヵ
月
に
わ
た
っ
て
、
山
西
省
上
級
機
関
か
ら
大

蚊
に
派
遣
さ
れ
た
工
作
隊
も
藩
中
貴
に
よ
る
と
、
桃
園
の
経
験
に
学

ん
で
偽
の
四
季
を
行
な
う
、
当
権
派
に
操
ら
れ
た
工
作
隊
で
あ
っ
た

　
　
⑳

と
言
う
。
彼
ら
は
「
先
進
地
区
で
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
、
し
っ
か
り
疑

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

っ
て
か
か
る
べ
き
だ
し
と
言
っ
て
、
強
大
な
工
作
隊
を
派
遣
し
て
来

た
が
、
彼
等
の
大
塞
で
行
な
っ
た
活
動
に
つ
い
て
、
陳
虚
蝉
は
ほ
ぼ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
彼
等
は
跨
下
に
駐
在
し
て
い
る
間
、
大
衆
と
幹
部
を
組
織
し
て
毛

著
作
学
習
を
さ
せ
た
こ
と
は
一
度
も
な
か
っ
た
が
、
農
村
四
清
運
動

の
「
先
進
経
験
」
（
桃
園
経
験
）
は
二
〇
回
も
学
習
さ
せ
た
。
彼
等
は

貧
下
中
農
や
下
層
幹
部
に
は
接
近
せ
ず
、
ひ
そ
か
に
幹
部
に
対
し
て

意
見
の
最
も
多
い
人
物
を
求
め
た
。
こ
ん
な
人
物
は
大
鎌
で
は
一
に

ぎ
り
の
地
富
測
算
分
子
し
か
な
い
わ
け
で
、
こ
の
連
中
は
積
極
的
に

攻
撃
材
料
を
提
供
し
て
、
工
作
隊
の
手
足
と
な
り
、
だ
ん
な
風
を
吹

か
す
に
至
っ
た
が
、
貧
下
中
農
と
下
層
幹
部
は
工
作
隊
が
闘
争
し
、

打
撃
を
与
え
る
主
要
目
標
に
さ
れ
た
。
味
方
だ
と
思
っ
て
い
た
工
作

隊
の
意
外
な
行
動
に
直
面
し
た
貧
下
中
農
は
、
や
が
て
次
々
と
出
て

く
る
事
実
に
も
と
つ
い
て
、
彼
ら
が
大
纂
を
援
助
し
発
展
さ
せ
る
た

め
で
は
な
く
て
、
大
厄
に
敵
意
を
も
ち
、
破
壊
活
動
を
行
な
う
た
め

に
来
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
見
抜
い
た
。

　
工
作
組
は
大
塞
党
支
部
と
貧
下
中
農
の
強
固
な
団
結
を
、
ま
れ
に

見
る
不
正
常
な
現
象
と
見
な
し
、
大
集
会
や
小
集
会
を
開
い
て
、
幹

部
の
欠
点
や
党
支
部
の
内
幕
を
報
告
す
る
よ
う
貧
下
中
農
に
迫
っ
た

が
、
真
相
を
見
抜
い
た
貧
楽
中
農
は
断
平
抵
抗
し
、
そ
の
団
結
は
却

っ
て
強
め
ら
れ
た
。

　
そ
こ
で
工
作
組
は
幹
部
か
ら
一
切
の
指
導
権
を
剥
奪
し
て
直
接
指

導
に
乗
り
出
す
と
共
に
、
至
る
所
で
大
風
は
虚
構
の
上
に
う
ち
立
て

ら
れ
た
紅
旗
で
、
そ
の
旗
竿
に
は
虫
が
わ
い
て
い
る
と
悪
寛
議
し
、

早
く
虫
を
駆
逐
す
る
よ
う
に
大
衆
に
迫
っ
た
。
し
か
し
貧
下
中
農
は

却
っ
て
党
支
部
を
擁
護
し
、
工
作
組
の
指
示
に
従
わ
な
か
っ
た
の
で
、

工
作
組
は
彼
等
を
反
革
命
行
為
を
行
な
っ
て
い
る
変
質
分
子
で
あ
る

と
き
め
つ
け
、
地
主
・
富
農
分
子
や
一
部
の
中
農
に
別
の
生
産
隊
を

作
ら
せ
、
彼
ら
に
対
抗
さ
せ
た
。
そ
し
て
大
足
に
難
癖
を
つ
け
よ
う

と
次
々
と
検
査
を
始
め
た
。

　
彼
ら
は
大
塞
は
山
畑
ば
か
り
か
ら
で
き
て
い
る
の
に
、
一
遇
当
り

収
量
が
多
い
の
は
、
耕
地
面
積
を
少
な
く
報
告
し
て
い
る
か
ら
に
ち
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纂（河野）大

が
い
な
い
と
、
省
、
専
区
、
県
な
ど
の
幹
部
七
〇
名
余
を
動
員
し
、

五
〇
日
以
上
も
か
け
て
、
二
回
も
測
量
し
て
み
た
が
、
か
く
し
田
が

あ
る
は
ず
も
な
く
、
大
濠
の
報
告
が
正
し
い
こ
と
が
証
明
さ
れ
た
だ

け
で
あ
っ
た
。
食
糧
作
物
の
収
穫
量
や
供
出
量
に
も
疑
惑
の
厨
を
光

ら
せ
た
が
、
少
し
も
誤
り
の
な
い
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

　
処
置
に
窮
し
た
工
作
組
は
、
大
塞
の
食
糧
の
計
舞
は
水
分
が
控
除

し
て
な
い
か
ら
、
不
正
確
で
あ
る
と
言
い
だ
し
た
。
こ
れ
は
水
分
を

差
引
い
て
計
算
す
れ
ば
、
そ
れ
だ
け
農
家
の
保
有
食
糧
に
充
当
す
べ

き
分
量
が
増
大
し
、
供
出
量
が
減
る
か
ら
、
農
民
は
喜
ん
で
工
作
隊

に
味
方
し
、
幹
部
を
批
判
す
る
だ
ろ
う
し
、
ま
た
大
隠
の
誇
る
超
過

供
出
量
を
削
減
さ
せ
て
恥
を
か
か
せ
る
こ
と
も
で
き
る
と
言
う
政
治

的
判
断
に
立
っ
て
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
大
纂
の
人
々
は

「
よ
く
重
し
て
あ
る
穀
物
か
ら
水
分
を
控
除
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
か
。

い
ま
ソ
連
の
フ
ル
シ
チ
ョ
フ
は
中
国
の
大
躍
進
は
失
敗
し
、
人
民
公

社
は
絶
望
的
で
、
農
民
は
五
人
で
一
枚
の
ズ
ボ
ン
を
は
き
、
う
す
い

粥
を
暖
っ
て
い
る
と
デ
マ
を
と
ば
し
て
い
る
が
、
そ
ん
な
時
わ
ざ
わ

ざ
水
分
を
控
除
し
て
生
産
額
を
計
算
し
、
供
出
量
を
へ
ら
す
こ
と
は

フ
ル
シ
チ
ョ
フ
に
迎
合
し
て
、
社
会
主
義
建
設
に
そ
む
く
こ
と
に
な

る
」
と
反
論
し
、
物
質
的
刺
激
に
よ
る
だ
き
こ
み
工
作
は
失
敗
に
終

っ
た
。

　
工
作
隊
は
さ
ら
に
「
標
兵
工
分
、
自
報
公
議
」
に
つ
い
て
も
、
こ

れ
で
は
勤
惰
の
区
別
が
で
き
ず
、
労
働
の
質
と
量
に
応
じ
た
分
配
は

で
き
な
い
。
こ
れ
は
陳
永
貴
が
勝
手
に
き
め
た
こ
と
で
、
社
員
の
望

む
駈
で
は
な
い
と
非
難
し
た
。
陳
永
貴
た
ち
は
二
人
平
均
の
労
働

日
数
が
一
九
六
二
年
の
二
五
〇
労
働
日
か
ら
一
九
六
四
年
に
は
二
八

○
労
働
日
に
増
加
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
社
員
が
こ
の
制
度
を
支
持

し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
管
理
制
度
が
好
成
績
を
収
め
て
い

る
の
は
、
社
員
が
毛
沢
東
思
想
を
深
く
学
び
、
労
働
点
数
と
言
う
物

質
的
刺
激
を
優
先
さ
せ
て
い
な
い
か
ら
可
能
な
の
で
あ
っ
て
、
一
幹

部
が
強
調
で
き
る
よ
う
な
も
の
で
は
な
い
」
と
反
論
し
、
工
作
隊
は

＝
＝
口
も
な
か
っ
た
。

　
い
よ
い
よ
追
い
つ
め
ら
れ
た
工
作
隊
は
大
漁
は
食
糧
生
産
量
が
多

い
わ
り
に
社
員
の
食
生
活
が
よ
く
な
い
と
批
判
し
た
。
こ
れ
に
対
し

て
嘉
永
達
は
「
第
一
に
我
々
の
食
物
は
あ
ま
り
よ
く
な
い
。
だ
が
糠

と
豆
し
か
食
べ
ら
れ
な
か
っ
た
過
去
に
比
べ
る
と
何
倍
よ
く
な
っ
た

か
わ
か
ら
な
い
。
第
二
に
大
谷
の
翼
下
中
農
が
娠
苦
奮
闘
し
て
、
自

力
更
生
の
精
神
で
生
産
を
発
展
さ
せ
て
い
る
の
は
、
何
も
自
分
の
た

め
で
は
な
く
、
社
会
主
義
建
設
を
支
援
し
、
世
界
革
命
を
支
援
す
る
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た
め
だ
。
も
し
我
々
が
一
年
分
の
食
糧
生
産
量
を
全
部
自
家
用
に
供

す
る
な
ら
、
三
年
は
食
い
つ
な
げ
る
が
、
そ
れ
は
一
体
社
会
主
義
的

な
農
民
の
な
す
べ
き
こ
と
だ
ろ
う
か
。
第
三
に
節
約
励
行
・
勤
倹
建

国
・
勤
倹
持
家
は
毛
主
席
の
指
令
で
あ
る
。
我
々
に
毛
主
席
に
背
け

と
言
う
の
か
」
と
鋭
く
反
論
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
激
し
い
闘
い
の
最
中
に
、
意
趣
貴
は
第
三
期
人
民
代

表
大
会
第
一
回
会
議
に
出
席
し
た
が
、
こ
の
会
議
の
政
府
活
動
報
告

で
周
恩
来
総
理
は
「
わ
れ
わ
れ
の
す
べ
て
の
指
導
機
関
と
広
汎
な
幹

部
は
解
放
軍
、
大
慶
、
大
纂
の
最
後
ま
で
革
命
を
や
り
ぬ
く
精
神
と

工
作
作
風
を
学
ぶ
」
べ
き
こ
と
を
力
説
し
、
毛
沢
東
主
席
は
陳
永
貴

と
会
見
し
て
、
激
励
し
た
。
党
中
央
の
支
持
に
奮
い
立
っ
た
大
纂
党

支
部
と
貧
下
中
農
は
固
く
団
結
し
て
工
作
隊
に
抵
抗
し
、
彼
等
は
つ

い
に
な
す
所
な
く
村
を
去
っ
た
。
そ
の
後
党
中
央
か
ら
派
遣
さ
れ
た

工
作
隊
は
大
豊
を
政
治
・
経
済
・
組
織
・
思
想
の
い
ず
れ
も
す
ぐ
れ

た
農
村
と
認
め
、
大
塞
の
名
誉
は
恢
復
さ
れ
た
。
以
上
が
陳
紅
熱
が

述
べ
て
い
る
事
件
の
概
略
で
あ
る
が
、
彼
に
よ
る
と
当
権
派
は
一
九

六
五
年
か
ら
六
六
年
に
か
け
て
も
、
大
量
の
幹
部
を
お
と
し
い
れ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

た
め
に
、
ひ
そ
か
に
材
料
を
集
め
て
い
た
と
言
う
。
ま
た
文
化
大
革

命
の
始
ま
っ
た
の
ち
も
書
留
県
の
当
権
派
（
以
前
か
ら
大
纂
の
成
果
が

伝
え
ら
れ
る
の
を
阻
止
し
て
い
た
幹
部
た
ち
）
は
良
心
的
な
県
委
員
会
の

張
懐
英
書
寵
ら
に
自
党
集
団
の
濡
衣
を
着
せ
、
張
書
記
を
弁
護
し
た

陳
永
貴
も
反
論
集
団
の
一
員
と
さ
れ
た
（
十
月
事
件
）
と
さ
れ
る
。
し

か
し
陳
永
貴
は
全
県
の
プ
ロ
レ
タ
ツ
ア
ー
ト
革
命
派
を
率
い
て
、
当

権
派
と
闘
争
し
、
経
済
主
義
の
黒
風
を
粉
砕
し
、
革
命
的
大
連
合
を

結
成
し
、
昔
語
県
道
権
派
よ
り
奪
権
し
て
、
革
命
委
員
会
を
成
立
さ

⑳
　
　
、

せ
、
当
権
派
の
大
嘘
に
対
す
る
策
動
は
決
定
的
に
破
産
し
て
し
ま
っ

た
と
報
道
さ
れ
て
い
る
。

　
以
上
の
大
恥
を
め
ぐ
っ
て
生
じ
た
諸
事
件
に
つ
い
て
は
、
文
化
大

革
命
の
渦
中
に
報
道
さ
れ
た
も
の
が
か
な
り
多
い
だ
け
に
、
　
一
方
的

な
報
道
で
、
誇
張
さ
れ
た
点
が
多
い
の
で
は
な
い
か
と
も
考
え
ら
れ

る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
大
塞
と
云
う
一
つ
の
基
礎
地
域
が
二
つ
の

路
線
の
闘
争
の
中
で
、
は
げ
し
い
争
奪
の
対
象
と
さ
れ
た
こ
と
は
否

定
で
き
な
い
し
、
ま
た
そ
の
闘
い
の
中
で
ど
の
よ
う
な
諸
点
が
問
題

と
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
か
も
ほ
ぼ
明
ら
か
と
な
っ
た
と
し
て

よ
い
で
あ
ろ
う
。

　
①
医
約
補
助
費
八
○
元
、
思
懸
金
…
O
O
元
、
ア
ン
ペ
ラ
五
〇
枚
を
支
給
す
る
と

　
　
云
う
連
絡
が
あ
っ
た
が
、
大
纂
で
は
傷
病
蛮
も
な
い
こ
と
だ
し
、
兄
弟
大
隊
に
廻

　
　
し
て
ほ
し
い
と
辞
退
し
、
救
災
費
一
千
元
に
つ
い
て
も
何
と
か
自
巳
資
金
で
困
難

　
　
を
克
駅
で
き
る
か
ら
と
云
っ
て
も
ら
わ
な
か
っ
た
。
　
（
『
大
館
之
道
』
）
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築（河野）大

②
　
基
礎
資
金
三
万
元
と
貯
蔵
食
糧
三
万
斤
を
準
備
し
て
い
た
。
　
（
『
大
纂
之
道
』
）

③
瓦
葺
の
新
家
屋
二
六
〇
聞
分
と
石
造
洞
洞
七
〇
が
漸
築
さ
れ
た
。

④
「
大
纂
人
的
革
命
志
気
」
。

⑤
比
べ
、
学
び
、
お
い
つ
き
、
た
す
け
る
運
動
、
一
九
六
三
年
春
か
ら
大
衆
運
動

　
と
し
て
展
蘭
、
六
五
年
よ
り
、
こ
れ
に
「
追
い
こ
す
（
超
）
」
が
加
わ
っ
た
。

⑥
　
一
九
六
四
年
一
一
月
紅
旗
渠
と
云
う
延
長
七
〇
キ
ロ
の
灌
概
用
水
路
が
完
成
し

　
た
。
こ
れ
は
山
西
省
平
順
県
よ
り
、
山
を
穿
ち
、
河
を
越
え
、
断
崖
を
掘
り
こ
む

　
難
工
事
を
自
力
で
完
成
し
た
も
の
で
あ
る
。

⑦
三
層
楼
式
灌
漉
水
路
網
の
自
力
建
設
で
知
ら
れ
る
。

⑧
『
大
塞
紅
旗
瓢
隔
九
九
頁
。

⑨
同
右
六
四
i
六
七
頁
。

⑩
「
狼
瓠
階
級
闘
争
、
在
社
会
主
義
道
路
上
潤
歩
前
進
！
」
、
『
人
民
日
報
』
一
九

　
六
八
年
八
月
二
六
臼
。

⑪
　
　
『
大
醐
桑
紅
旗
鼠
』
六
五
百
ハ
。

⑫
　
　
一
九
六
六
年
版
『
新
よ
甲
園
【
年
幟
瓶
』
。

⑬
　
　
「
大
纂
是
在
同
中
國
赫
魯
暁
夫
的
闘
争
中
前
進
的
」
、
『
人
民
躍
報
』
｝
九
六
七

　
年
八
月
六
日
。

⑭
「
新
中
国
の
愚
公
た
ち
」
、
『
人
畏
中
國
』
一
九
六
七
年
＝
一
号
。

⑮
前
出
『
人
罠
賃
報
』
（
六
七
年
八
月
六
日
）
記
事
。

⑯
　
前
出
『
人
民
日
報
』
　
（
六
七
年
八
月
二
六
B
）
記
事
。

⑰
同
右
。

⑱
　
前
出
『
人
民
日
報
』
　
（
六
七
年
八
月
六
日
）
記
事
。

⑲
同
右
。

⑳
「
当
面
し
て
い
る
農
村
工
作
の
な
か
の
若
干
の
問
題
に
つ
い
て
の
中
共
中
央
の

　
決
定
」
第
八
条
。

⑳
　
二
三
ヵ
条
の
第
三
条
に
規
定
さ
れ
て
い
る
。

㊧
　
同
氏
、
第
二
条
。

、
2
3
・
　
「
仮
日
清
真
復
辟
i
関
予
党
内
最
大
的
走
資
本
主
義
道
路
当
権
派
導
演
的
銚

　
園
大
隊
“
四
重
”
情
況
的
調
査
」
、
『
人
民
日
報
』
一
九
六
七
年
九
月
六
日
。

⑳
　
　
「
掲
開
一
箇
復
瀞
資
本
主
義
的
大
陰
謀
」
　
（
解
放
軍
報
社
論
）
、
『
人
民
日
報
』

　
一
九
六
七
年
九
月
六
三
。

⑮
前
出
『
人
民
日
報
山
　
（
六
七
年
九
月
六
日
）
記
事
。

　
　
「
桃
園
大
隊
発
生
了
天
乗
地
覆
的
変
化
」
、
『
人
民
厩
報
』
一
九
六
八
年
分
月
一

　
〇
日
。

⑳
前
出
『
人
民
日
報
』
　
（
六
七
年
八
月
六
日
）
記
事
。

㊧
前
出
『
人
民
日
報
』
　
（
六
八
年
八
月
二
六
日
）
記
事
。

⑳
　
前
出
『
人
民
日
報
』
　
（
六
七
年
八
月
六
日
）
記
事
。

　
　
前
出
『
人
民
日
報
』
　
（
六
七
年
八
月
六
日
）
記
事
。

⑳
　
　
「
石
蔵
貴
響
応
毛
主
席
号
召
靖
在
闘
争
前
列
、
為
全
省
全
国
至
重
膜
範
樹
立
了

　
光
輝
傍
様
」
、
『
人
民
日
報
』
一
九
六
七
年
三
月
五
日
。

八
、
お
　
わ
　
り
　
に

　
一
九
六
六
年
、
紅
旗
第
八
号
の
巻
頭
社
論
「
毛
沢
東
思
想
領
野
、

幹
部
層
々
帯
頭
」
に
次
の
一
節
が
あ
る
。

　
　
「
大
塞
生
産
大
隊
は
荒
れ
は
て
た
山
、
や
せ
た
土
地
と
い
う
自
然

条
件
に
お
か
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
国
家
に
資
金
も
物
資
も

要
求
せ
ず
、
つ
ぎ
つ
ぎ
と
多
収
穫
の
農
地
を
つ
く
り
上
げ
、
連
続
的

に
大
豊
作
を
か
ち
と
り
、
わ
が
国
の
社
会
主
義
農
業
建
設
の
た
め
に

偉
大
な
手
本
を
う
ち
た
て
、
輝
や
か
し
い
道
を
切
り
開
い
た
。
か
れ

93 （887）



ら
が
よ
り
ど
こ
ろ
と
し
た
の
は
な
に
か
。
そ
れ
は
毛
沢
東
思
想
で
あ

る
。
広
く
名
の
き
こ
え
た
大
罪
の
人
び
と
は
、
ほ
か
で
も
な
く
毛
沢

東
思
想
で
武
装
し
た
人
々
で
あ
る
。
」

　
序
文
で
も
述
べ
た
よ
う
に
、
大
器
と
言
う
と
、
不
屈
の
闘
志
に
燃

え
て
、
自
然
改
造
事
業
を
や
り
抜
き
農
民
自
身
の
手
で
科
学
実
験
を

行
っ
て
、
生
産
技
術
を
改
良
し
、
青
蛙
高
産
田
を
つ
く
り
上
げ
た
村

と
し
て
有
名
で
あ
る
。
そ
れ
は
そ
れ
で
正
し
い
に
は
違
い
な
い
が
、

そ
の
よ
う
な
図
ざ
ま
し
い
発
展
が
な
さ
れ
た
基
礎
に
は
、
大
黒
の
貧

下
中
農
が
個
人
的
利
益
を
優
先
さ
せ
る
こ
と
な
く
、
社
会
主
義
的
集

団
化
の
道
を
堅
持
し
、
相
互
批
判
、
相
互
支
持
の
原
則
に
立
っ
て
し

っ
か
り
と
団
結
し
、
積
極
的
に
前
人
未
踏
の
事
業
に
取
組
ん
で
い
っ

た
事
実
が
あ
り
、
そ
の
思
想
的
よ
り
ど
こ
ろ
と
な
っ
た
の
が
毛
沢
東

思
想
で
あ
っ
た
。

　
そ
の
意
味
で
大
塞
は
「
活
学
活
用
毛
沢
東
思
想
」
の
一
典
型
で
も

あ
っ
た
。
更
に
大
塞
は
そ
の
建
設
を
進
め
て
ゆ
く
中
で
、
自
然
と
闘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

つ
た
だ
け
で
は
な
く
、
、
人
と
闘
っ
て
き
た
の
だ
と
言
っ
て
い
る
。
彼

等
は
村
内
の
階
級
敵
と
闘
い
、
当
権
派
の
反
革
命
修
正
主
義
思
想
と

闘
い
、
更
に
自
分
自
身
の
頭
の
中
に
も
巣
く
っ
て
い
る
ブ
ル
ジ
ョ
ア

的
も
し
く
は
封
建
的
な
旧
思
想
・
旧
文
化
・
旧
風
俗
・
旧
習
慣
と
闘

い
、
社
員
の
世
界
を
改
め
た
が
、
そ
の
武
器
と
し
た
の
が
毛
沢
東
思
想

　
　
②

で
あ
り
、
ま
た
、
幹
部
が
先
頭
に
立
つ
こ
と
、
十
分
に
大
衆
を
立
ち

上
ら
せ
堅
強
な
階
級
的
隊
列
を
つ
く
る
こ
と
、
毛
主
席
の
教
え
に
従

い
、
敵
対
的
矛
盾
と
人
民
内
部
の
矛
盾
と
を
混
同
し
な
い
で
正
確
に

処
理
す
る
こ
と
、
二
つ
の
路
線
の
闘
争
の
中
で
社
員
の
政
治
的
自
覚

を
高
め
る
こ
と
の
四
項
を
実
行
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
闘
争
に
勝
利

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

を
収
め
え
た
の
だ
と
し
て
い
る
。

　
し
か
し
そ
れ
で
も
な
お
、
大
書
を
典
型
と
し
て
こ
れ
ほ
ど
ま
で
に

重
視
し
て
い
る
理
由
、
あ
る
い
は
そ
の
目
ざ
す
所
の
も
の
は
何
か
と

云
う
問
題
が
残
る
。
そ
れ
は
中
国
と
云
う
七
六
の
人
民
と
九
六
〇
万

平
方
キ
ロ
の
国
土
を
も
つ
広
大
な
地
域
を
い
か
に
再
編
成
し
て
ゆ
く

の
か
と
云
う
問
題
に
関
わ
る
も
の
だ
と
考
え
る
。
我
々
は
地
域
を
上

か
ら
の
支
配
秩
序
に
応
じ
た
階
層
分
け
に
よ
っ
て
位
置
づ
け
し
ゃ
す

い
。
そ
し
て
そ
の
支
配
体
系
の
基
底
を
な
す
最
小
単
位
の
地
域
と
し

て
基
礎
地
域
を
考
え
や
す
い
。
し
か
し
な
が
ら
社
会
主
義
社
会
に
お

け
る
基
礎
地
域
は
支
配
体
系
の
末
端
で
は
な
く
て
、
人
民
に
よ
る
支

配
の
原
点
の
は
ず
で
あ
る
。
こ
の
原
点
が
ど
の
よ
う
な
構
造
を
示
し
、

ど
の
よ
う
に
機
能
す
る
か
は
社
会
主
義
の
本
質
に
拘
わ
る
問
題
で
あ

る
。
そ
の
意
味
に
お
い
て
阻
塞
は
典
型
と
さ
れ
た
の
で
あ
り
、
　
「
星
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塞（河野）大

々
皆
紅
」
と
考
え
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
雨
下
中
農
に
依
拠
し
つ
つ
、

大
衆
の
全
力
を
発
揮
さ
せ
て
、
自
主
的
・
積
極
的
に
天
と
闘
い
、
地

と
闘
い
、
人
と
闘
う
原
点
は
す
で
に
大
黒
だ
け
で
は
な
い
。
か
つ
て

　
す
か
ん
ぴ
ん

「
窮
思
子
」
合
作
社
と
し
て
知
ら
れ
た
河
北
省
遵
化
県
建
明
公
社
西

　
　
④

舗
大
隊
、
「
鶏
の
羽
根
が
天
ま
で
舞
い
上
る
も
の
か
」
と
嘲
け
ら
れ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

河
南
省
蘇
陽
県
洪
河
風
公
社
爾
崔
荘
大
隊
、
三
層
楼
灌
漸
水
路
を
建

設
し
た
山
東
省
黄
県
下
丁
家
大
隊
を
は
じ
め
、
青
海
省
淫
源
県
和
平

公
社
小
高
陵
大
隊
、
西
蔵
自
治
区
乃
東
県
結
巴
郷
朗
生
互
助
組
、
雲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

南
省
麗
江
納
西
族
自
治
県
黄
山
公
社
に
至
る
ま
で
、
次
々
と
生
れ
て

来
て
い
る
。
社
会
主
義
教
育
運
動
は
こ
れ
を
燈
原
の
火
た
ら
し
め
よ

う
と
し
た
の
で
は
な
か
っ
た
ろ
う
か
。
こ
れ
は
当
然
文
化
大
革
命
と

深
く
関
わ
る
問
題
で
あ
る
。
そ
れ
と
共
に
都
市
に
お
け
る
基
礎
地
域

は
中
国
で
は
何
に
求
め
ら
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
上
海
に
お
い
て

は
街
道
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
が
、
ま
だ
判
然
と
は
わ
か
ら
な

い
。
ま
た
農
村
に
お
け
る
基
礎
地
域
を
採
算
単
位
と
し
て
の
生
産
大

隊
に
確
定
し
て
し
ま
っ
て
よ
い
「
の
か
、
或
は
人
民
公
社
を
ど
う
位
置

ず
け
れ
ば
よ
い
の
か
も
問
題
で
あ
る
。
こ
れ
も
な
お
し
ば
ら
く
は
、

地
域
的
特
性
に
応
じ
て
（
因
地
制
宜
）
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

た
だ
基
礎
地
域
の
主
動
的
・
自
律
的
行
動
と
コ
ン
ミ
ニ
ー
ン
的
構
造

と
は
、
軍
事
的
必
要
性
、
つ
ま
り
人
民
戦
争
の
基
礎
単
位
と
し
て
の

役
割
か
ら
し
て
も
、
多
中
心
論
へ
の
偏
向
を
き
び
し
く
抑
え
な
が
ら

今
後
と
も
重
視
さ
れ
続
け
る
で
あ
ろ
う
。

①
　
「
狼
猟
階
級
闘
争
、
在
社
会
主
義
道
路
上
闊
歩
前
進
！
」
、
『
人
民
ヨ
報
』
一
九

　
六
八
年
八
月
一
工
ハ
日
。

②
同
右
。

③
同
右
。

④
「
霞
実
動
手
、
全
党
弁
社
」
、
（
『
中
国
農
村
的
社
会
主
義
高
潮
』
五
頁
）
。

⑤
「
誰
説
鶏
毛
不
能
上
天
」
、
（
『
中
團
農
村
的
社
会
主
義
高
潮
』
七
七
七
頁
）

⑥
こ
れ
ら
の
諸
単
位
の
成
果
に
つ
い
て
は
「
建
設
社
会
主
義
農
業
的
光
輝
道
路
」

　
（
『
人
民
日
報
』
一
九
六
五
年
＝
月
一
日
）
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
ほ
か
全
円
大
纂

　
式
農
業
典
型
と
善
面
う
シ
リ
ー
ズ
で
各
単
位
ご
と
に
単
行
本
も
発
行
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
岡
山
大
学
教
授
）
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policies　of　the　Mamluk　Sultans　and　the　Egyptian　Merchant．　class，・I

explained　the　tnonop．olistic　policies　of　commerce　and　industry　in　the

15th．century　and　its　effeCts　’upon　the　merchant　class．

　　　　　　　　　　　　　　　　Tachai

the　q］odel　of　the　socialistic　yillage　reconstruction

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　by

　　　　　　　　　　　Michihiro　Kohno

　　　Tachai・ptoductive　brigade，　a　mountain　village　in．　the　midst　of　Taihan

　・mountain　range　in　Shansi　province，　is　called　the　mQdel　of　・＄ocialistic

　　v．illage　reconStruction　in．People’s　China，　and，　since　1964，’　the　’move－

　　ment　of　“Learn　from　Tachin’　in　industry，　and　learn　from　Tachai　in

　agriculture”　was　spread　all　over　the　country．　Above　all，　in　the　midst

of．the　vigorous’storm　of　proletarian’ モ浮撃狽浮窒≠戟@revolution，　Tachi’s　reputa－

　tion　enhancqd　mbre　and　more，’　and　now’Ythe　movement　to　learn　Tachai

is　sPreading　to　the　every　corner　of　the　60untty．　Why　Tachai　is　tegarded

　as　such　aエnode1．

　　　Usually，　Tachai　has　been　held　up　as　an　exsample　of　hQw　man，　through

－s．elf－reliance　and・determined　hard　work，　can　tr．ansf6rm　natqre，　and　emerge

　from　backwardness．　The　Tachai，peasants　have．　accomplished　the　see－

　Mingly　impossible　task　of　．making　their　barrer，　rocky　hillsides　into

　fertile　terraces．　At　the　sarhe　time　Tachai　is　a　；nodel　brigade　who

　developpeq　many　high　technical　imprpvements　in　agriculture．　’　But　these，

are　not　so　serious　problein　than　the　following．　Who　was　the　motiVe

　force　for　the　upsurg’e　of　prodgctive　power？

　　　In　Tachai，　the　motive　forces　were・the　jointed　poor　peasants　and　the

lower　middle　cla．ss　peasants．　The　leaders　pf　Tachai，　who　themselves・’

were　the　sons　of　poor　peasants，　jointed　with　them，　always　worked　with

them，　discussed　with　them，　and　learned　from　them　to　accomPlish　their・

hard　enterprises．　Such　modern　“Foolish　Qld　Men　who　，rerpoved　the

MountainS”　have　learned　that　the　s’ 盾モ奄≠撃奄唐狽奄メ@reconstruction　meahs’　the

struggle　between　the’two・lines，　and，　in　fact，　they”fought　with　the．

’　reactionaries．in　the　communist　p，　arty　as，well　as．the’　former　land　lords，

or　tbe　fotmer　rich　farmers　during　the　transformqtion　moVement　for

nature．　Through　the’“Three　Revolutional　Momvement”，　that　is　the
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class　struggle，　the　predution　struggle，　the　scientific　expenment，　they

　won　the’　reactionaries　by　learning　and　using　the’　Chairman　．Mao’s　’docto一

．　rine，・　so　they　w．e’re　evaluated　as－a　model　of　the　socialistis　reconstructi6n

　in　agricultural　front．．　．　They”will’　be　evalluated，　also，　beeause　they

established　th．　e　key　’statiop　for　the．．proletarian　dictatorship．　to　serve　the

　wdrld　People　from　unselfish，’modest　spirit，　jointing　the　wiSdom　of　every

　common　peQple．

Ameridment．of．the　Criminal　Law　in　the　Saga佐賀Clan

　　　　　　　　　　　　　establishment　of　Tozaikata徒罪方

by

Shirb　lkeda

　　The、Saga．’佐賀clan　amended　the　penalty　of　banishment　into　that　of

Tozai徒罪．　It　goes、without　saYing　that　it　imitated　after　the　H6reki

宝暦Amendent　by　Shigekata且osokawa細川立山，　the　lord　of　the　Ku－

mamoto熊本clan，．but　the　Saga’佐賀clan　itself　was　under　the　followiロ19

circumstances：d　’．　．　，
（1）　The　change　of　peasants　into　merchants　with　the　development　of

　its”commodity　and　monetary　’ecpnomy，　and　prevention　from　debreasing

　of．　agricultural　labour　power　with　the　sgcesSion　from　the　agricultural

　life．

（2）　．Reinoval　of　the　sands　for　the．　Prevention　against　a’flood　into・the

　capital　and　fields．　because　’of　the　upheaval　’of　the　river－beds　in　the

Kase嘉瀬River　and　its．branch，．the　Kawakami川上River　which　run

　’through　the・plairis’of　Saga．

（3）　’　The　urgept　necessity　to　control　the　esc．apg　of　artisans　to　the　other

　territories　on　adcount　．of　the　sluMp　in　the　ceramic　industry　in

Aritasarayama有田皿山．
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